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行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委

員
会
で
は
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や

す
い
市
役
所
を
目
指
し
て
、
市
役

所
機
能
の
再
配
置
先
と
し
て
、
左

図
の
三
つ
の
候
補
地
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

候
補
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
に
よ
る
検

討
の
視
点
は
次
の
三
点
で
す
。

◆
だ
れ
に
で
も
利
用
し
や
す
い

車
を
使
う
人
だ
け
で
な
く
、
車

を
運
転
し
な
い
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
利
便

性
が
高
い
位
置

◆
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

合
併
し
て
広
が
っ
た
市
域
の
ど

こ
か
ら
も
利
用
し
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
位
置

◆
徹
底
的
な
倹
約

再
配
置
に
伴
い
不
要
と
な
る
土

地
の
売
却
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
国
の
補
助
金
活
用
、
空
き

ビ
ル
の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
最

大
限
の
倹
約
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
位
置

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
結
果
を
集
約
し
、
中
間
報
告
と

し
て
市
長
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

◇

◇

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

再
配
置
案
・
３
つ
の
候
補
地
と
そ
の
特
性

検
討
が
進
む
市
役
所
機
能
の
再
配
置
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検検討討さされれてていいるる３３つつのの候候補補地地

■３つの候補地の特性

候補地 特 性

①中心市街地

厚生会館地区の整備や大手通地区の再開発に合わせて庁舎
を整備する

交通弱者の利便性が高い
まちづくりの効果が高い
空きビルの一部利用が可能
現庁舎は老朽化が進む中央公民館などに転用可能

②長岡操車場
地区

長岡地域土地開発公社から用地を取得し、長岡操車場地区
に庁舎を整備する

現庁舎は老朽化が進む中央公民館などに転用可能
新たに庁舎用地を求める必要がある
車を使えない交通弱者の利便性が低い

③幸町地区
（現本庁舎

周辺）

現本庁舎の近くに第二庁舎を整備し、分散している機能を
集約する

老朽化が進む中央公民館は別に建て替えが必要
車を使えない交通弱者の利便性が低い
現本庁舎を使用しながらの耐震補強に多額の費用が必要

来
年
４
月
の
特
例
市
移
行
の

同
意
を
県
知
事
に
依
頼

市
は
、
県
内
第
二
の
都
市
と

し
て
、
知
名
度
の
ア
ッ
プ
と
行

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め

七
月
十
八
日
、
特
例
市
移
行
の

同
意
を
県
に
依
頼
し
ま
し
た
。

特
例
市
は
、
高
度
な
事
務
処

理
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識

・
技
術
を
備
え
た
組
織
を
整
備

で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
都
市
に

権
限
を
移
譲
す
る
制
度
。
人
口

が
二
十
万
人
以
上
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
、
環
境
規
制
な
ど
二

十
四
の
法
令
に
基
づ
く
事
務
を

新
た
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、

群
馬
県
前
橋
市
や
長
野
県
松
本

市
な
ど
全
国
で
三
十
九
市
が
特

例
市
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

県
庁
で
泉
田
県
知
事
に
同
意

の
依
頼
書
を
手
渡
し
た
森
市
長

は
「
特
例
市
に
な
る
こ
と
で
、

よ
り
住
民
に
身
近
な
行
政
を
実

現
で
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

今
後
、
県
議
会
で
の
議
決
、

国
へ
の
申
し
出
を
経
て
、
平
成

十
九
年
四
月
の
特
例
市
へ
の
移

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲森市長が特例市同意依頼書
を泉田知事へ

信
濃
川
を
挟
ん
で
合
併
市
域
の

東
西
を
結
び
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
要
と
な
る
長
岡
東
西
道

路
。
そ
の
整
備
促
進
、
早
期
完
成

を
求
め
る
総
決
起
大
会
が
六
月
二

十
四
日
、
厚
生
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

長
岡
東
西
道
路
は
、
長
生
橋
や

大
手
大
橋
の
渋
滞
緩
和
や
震
災
か

ら
の
早
期
復
興
、
さ
ら
に
柏
崎
圏

域
と
の
連
携
強
化
を
図
る
重
要
路

線
と
し
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
会
に
は
、
六
百
人
を
超
え
る

市
民
を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て
国

土
交
通
省
事
務
次
官
、
新
潟
県
選

出
の
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
な

ど
が
出
席
。

参
加
者
の
意
見
発
表
で
は
、「
震

災
の
復
興
に
は
、
災
害
に
強
い
道

路
網
の
構
築
が
不
可
欠
」「
観
光
に

携
わ
る
者
に
と
っ
て
も
東
西
道
路

の
完
成
は
、
大
き
な
力
」
な
ど
、

早
期
開
通
に
向
け
た
力
強
い
ア
ピ

ー
ル
が
続
き
ま
し
た
。

長
岡
市
民
の
三
十
年
来
の
悲
願
、

長
岡
東
西
道
路
の
一
日
も
早
い
完

成
に
向
け
、
国
や
県
な
ど
関
係
機

関
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

を
、
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

◇

◇

問
交
通
政
策
課

39
・
２
２
６
７

幕
末
の
長
岡
藩
政
を
担
っ
た
河

井
継
之
助
。
市
で
は
市
制
一
〇
〇

周
年
・
合
併
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
継
之
助
に
関
す
る
資
料
を

展
示
し
、
広
く
全
国
に
向
け
て
紹

介
す
る
河
井
継
之
助
記
念
館
（
仮

称
）
を
整
備
し
ま
す
。

有
識
者
か
ら
成
る
「
河
井
継
之

助
記
念
館
（
仮
称
）
展
示
及
び
運

営
検
討
委
員
会
」
で
は
、
館
の
運

営
方
針
や
資
料
の
展
示
方
法
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
岡
市
が
所
有
す
る
資
料
だ
け

で
な
く
、
民
間
所
有
の
資
料
も
で

き
る
だ
け
多
く
お
借
り
し
て
、
時

代
背
景
や
彼
を
支
え
た
人
々
に
つ

い
て
も
紹
介
し
、
継
之
助
の
人
物

像
に
迫
る
記
念
館
に
し
て
い
く
方

針
で
す
。

年
内
の
開
館
を
目
指
し
て
、
八

月
か
ら
長
町

な
が
ち
ょ
う

一
丁
目
の
河
井
継
之

助
屋
敷
跡
地
に
あ
る
建
物
の
改
修

工
事
に
入
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課

39
・
２
２
２
５
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６
０
０
人
が
結
集
し

総
決
起
大
会
を
開
催

長
岡
東
西
道
路
の
早
期
完
成
に
向
け

河井継之助記念館（仮称）

を整備します

年内のオープンを目指して

▲直轄事業化を機に開催された総決起大会。中越地域全体に
活力を呼び込む東西道路の早期完成が待たれます。

森市長（東西道路整備推進期成同盟会会長）

「橋りょう部分が国の直轄事業とされたこ
とによって東西道路全体の整備に弾みがつ
きました。平成23年度には開通できるよう
強力に働きかけます」

国土交通省事務次官・佐藤信秋さん

「事業の選択と集中が国交省の方針です。
昔、長生橋は５年余りで完成しています。
今の人は仕事が遅いと言われないよう頑張
ります」

河井継之助記念館（仮称）展示及び
運営検討委員会委員（50音順・敬称略）

【委員長】原 信一 長岡商工会議所副会頭

稲川 明雄 郷土史研究家

内山 弘 長岡郷土史研究会顧問

川越壮之助 河井継之助を偲ぶ会会長

小島 義雄 元長岡市教育委員会委員長

下田 邦夫 与板地域委員会委員長

田中 愛子 書家

■
長
岡
市
長
、23
年
度
開
通
を



７
・
13
水
害
や
中
越
大
震
災
時

の
災
害
対
応
で
は
、
避
難
所
に
乳

幼
児
の
お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
な
ど

必
要
な
物
資
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

足
り
な
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
山
の
よ
う
な
余

剰
物
資
が
、
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス

を
ふ
さ
ぐ
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
か
ら
の
支
援
物
資

の
受
け
入
れ
や
物
資
の
備
蓄
・
保

管
の
た
め
、
多
く
の
労
力
と
経
費

を
要
し
ま
し
た
。

き
め
細
か
な
避
難
環
境
へ

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
協
定
を

締
結
し
て
い
た
民
間
な
ど
四
十
六

団
体
に
加
え
、
今
回
新
た
に
七
団

体
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
協

定
に
基
づ
き
十

分
管
理
の
行
き

届
い
た
物
資
が
、

民
間
な
ど
の
流

通
シ
ス
テ
ム
を

通
し
て
提
供
さ

れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り

物
資
の
備
蓄
負

担
が
軽
減
さ
れ
、

レ
ン
タ
ル
ト
イ

レ
や
ユ
ニ
ッ
ト

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
、
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
に
十
分
配
慮
し
た
日
本
一
き
め

細
か
な
避
難
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

◇

◇

問
危
機
管
理
防
災
課

39
・
２
２

６
２

災
害
時
の
支
援
協
定
を
締
結

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
災
害
対
応
力
を
ア
ッ
プ
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今
回
の
協
定
に
よ
り
、
避
難
所
で
必
要
と
さ
れ
る
物
資
に
つ
い
て
「
必
要
な
と
き
に
・
必

要
な
も
の
を
・
必
要
な
量
だ
け
」
供
給
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
す
。
ま
た
、
市
は
必
要
最

小
限
の
備
蓄
物
資
を
確
保
す
れ
ば
済
む
こ
と
か
ら
、
物
資
の
備
蓄
や
管
理
に
か
か
る
労
力
、

ス
ペ
ー
ス
、
経
費
を
大
幅
に
節
減
で
き
ま
す
。

町内のお祭りにも貸し出します！

避難所用の発電機と投光器を各地区に配備

市では一昨年の被災経験を踏まえ、停電時の避難

所用として、各地区の消防団車庫に、新たに発電機

と投光器（各121台）を配備しました。

これは避難所用の発電機と投光器を地区の消防団

に日常点検していただくことで、災害が発生した場

合に迅速な対応を可能にする

ためです。

また、いざという時にスム

ーズに操作ができるよう、町

内のお祭りなど、災害時以外

の用途にも貸し出します。

詳しくは各地区の消防団ま

たは危機管理防災課までお問

い合わせください。

問危機管理防災課39・2262

山古志地域・６集落のトップを切って

木籠
こごも

の移転地で造成工事始まる
震災で芋川がせき止められ民家の半数が水没した

木籠集落。６月23日、避難指示継続中の６集落で初

となる移転予定地の造成工事が始まりました。

県道柏崎高浜堀之内線に面する山林を切り開き、

宅地（約4,800㎡）を整備するもので、工期は11月30

日まで。８月下旬には、木籠集落の住民が新たな集

落のイメージを描くため、現地で地縄張りを行いま

す。

造成地周辺では、県道

の復旧工事が進み、芋川

に新たなせきが設けられ

るなど砂防工事が最盛期

を迎え、集落の復興に向

け力強いつち音が響いて

います。

問復興推進室39・2261
▲山林を切り開き宅地造成が
進む移転予定地（７月７日）

▲配備された発電機と投
光器

▲七団体との協定締結式（７月14日・
市役所大会議室で）

今回協定を締結した団体 協定内容

（株）赤ちゃん本舗 粉ミルクや離乳食など食料の提供

ＮＰＯ法人コメリ災害対策セ
ンター

生活支援物資の早期供給

（株）アクティオ北陸支店
仮設トイレや仮設ユニットシャワー
のレンタルなど衛生面のケア

三国コカ・コーラボトリング
株式会社 新潟支社

災害時の応急対策として飲料水の優
先的な供給および一部自動販売機内
の商品の無償提供

信越ペプシコーラ販売（株）

（株）和光ベンディング

（社）全日本冠婚葬祭互助協会
避難所や炊き出しの提供および遺体
の搬送や、安置場所の提供

市
で
は
今
年
度
、
市
内
の
小
・

中
学
生
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組

む
団
体
な
ど
を
支
援
す
る
「
地
域

・
子
ど
も
元
気
塾
助
成
制
度
」
を

創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

市
民
力
や
地
域
力
を
教
育
に
生
か

す
た
め
、
今
年
度
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
た
子
ど
も
の
や
る
気
や
学

ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
「
熱
中
！
感

動
！
夢
づ
く
り
教
育
」
の
一
環
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
地
域

の
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
行
う
、
自
然

活
動
体
験
や
伝
統
文
化
の
継
承
、

環
境
美
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
対
し
そ
の
活
動
経

費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
は
、
一
団
体
あ
た
り
二

十
万
円
以
内
で
す
（
助
成
対
象
経

費
の
八
〇
％
以
内
）。

地
域
・
子
ど
も
元
気
塾
に
は
、

自
然
・
科
学
・
社
会
・
文
化
・
芸

術
分
野
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
分
野
の
２
つ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
十
三

団
体
が
助
成
団
体
に
決
ま
り
ま
し

た
。植

樹
会
や
、
地
域
に
伝
わ
る
民

謡
や
太
鼓
の
継
承
活
動
、
カ
ヌ
ー

体
験
教
室
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
づ
く
り
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

◇

◇

問
自
然
・
科
学
・
社
会
・
文
化
・

芸
術
分
野
…
学
校
教
育
課

39
・

２
２
４
９
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
分
野
…
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課

32
・
６
１
１
７
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地
域
・
子
ど
も
元
気
塾

活
動
始
ま
る

熱
中

感
動

夢
づ
く
り
教
育

④

平
安
・
繁
盛
を
祈
る

与
板
十
五
夜
ま
つ
り
・

み
こ
し
渡
御

と
ぎ
ょ

藩
政
時
代
か
ら
与
板
地
域
の

守
り
神
と
し
て
親
し
ま
れ
る
都
野

つ

の

神
社
。
毎
年
九
月
中
旬
の
与
板

十
五
夜
ま
つ
り
（
昭
和
四
十
年

ま
で
は
十
五
夜
大
祭
）
に
は
、

み
こ
し
渡
御
を
行
い
ま
す
。

神
輿
の
引
き
手
の
ほ
か
、
稚ち

児ご

や
氏
子
総
代
な
ど
が
お
供
に
。

五
穀
豊
穣
を
象
徴
す
る
ポ
ー
ポ

花
（
稲
穂
の
花
）
四
基
の
先
導

で
、
平
安
と
繁
盛
を
祈
願
し
て

地
域
内
を
巡
り
ま
す
。
写
真
は
、

昭
和
初
期
の
十
五
夜
大
祭
み
こ

し
渡
御
の
様
子
で
す
。
沿
道
を

埋
め
尽
く
す
観
衆
の
多
さ
が
、

そ
の
盛
大
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
与
板
の
「
登
り
屋
台
」

は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
豪

商
・
三
輪
家
と
山
田
家
が
、
都

野
神
社
へ
奉
納
し
た
飾
り
屋
台

で
県
内
最
古
。
十
五
夜
大
祭
で

同
神
社
へ
通
じ
る
数
十
メ
ー
ト

ル
の
急
な
坂
を
引
き
上
げ
る
こ

と
か
ら
「
登
り
屋
台
」
と

呼
ば
れ
、
二
百
五
十
年
も

の
間
継
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
。み

こ
し
渡
御
や
登
り
屋

台
が
行
わ
れ
る
与
板
十
五

夜
ま
つ
り
は
、
城
下
町
の

風
情
が
色
濃
く
残
る
与
板

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

今
年
は
、
九
月
十
五
日


か
ら
十
七
日

ま
で
開

催
。
詳
し
く
は
十
一
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
た
め
の
活
動
団
体

を
支
援
す
る
制
度
を
新
設

子
ど
も
た
ち
の
夢
づ
く
り
を

応
援

１自分で作り上げたロ
ボットの操作に熱中
する子どもたち／Ｎ
ＰＯ法人にいがたエ
ジソン学園（７月９
日・黒条コミュニテ
ィセンター）

２地域の人も参加した
琴や鍵盤ハーモニカ
のレッスン／長岡お
んがくっ子塾（７月
９日・川崎コミュニ
ティセンター）

２

１

※「合併や災害復旧・復興に伴う市の財政状況」は、市政だより９月号に掲載します。



長
岡
市
が
出
資
し
て
い
る
株
式
会
社
の

う
ち
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
つ
い
て

は
、
私
が
市
長
に
就
任
し
た
直
後
か
ら
、

経
営
状
況
を
心
配
す
る
声
が
多
く
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
十
二
年
に
、
公
認
会
計
士

二
人
を
含
む
外
郭
団
体
等
経
営
改
善
委
員

会
を
つ
く
り
、
ホ
テ
ル
の
経
営
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
売
掛
金
の
未

回
収
金
が
三
億
円
近
く
あ
る
な
ど
の
不
明

朗
な
会
計
処
理
、
不
十
分
な
コ
ス
ト
管
理
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
、
営
業
活
動
の
不

足
と
い
っ
た
重
大
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

再
建
へ
の
支
援
を
決
断

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
指
摘
や
市
民
の
み

な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
受
け
、
私

と
し
て
は
、
ホ
テ
ル
の
廃
止
か
存
続
か
も

含
め
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
い
い
の

か
、
正
直
な
と
こ
ろ
悩
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
も
と
も
と
長
岡
に
と
っ
て
必

要
な
都
市
施
設
と
し
て
、
長
岡
市
が
筆
頭

株
主
と
な
っ
て
設
立
し
、
今
も
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
で
す
。
従
業
員
も
百
人
近
く
い
て
、

地
元
の
取
引
業
者
も
多
数
あ
り
ま
す
。
な

ん
と
か
存
続
さ
せ
る
道
は
な
い
か
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
外
郭
団
体
等
経
営
改
善

委
員
会
か
ら
「
相
当
な
努
力
を
す
れ
ば
再

建
は
可
能
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
最
終
的
に
市
と
し
て
再
建
支
援

を
行
う
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
経
営
の
専
門
家
か
ら

も
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
社
長
の

も
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
策
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
現
場
の
責
任
者
に
は

大
手
ホ
テ
ル
の
実
務
経
験
者
を
招
へ
い
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
営
業
強
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

め
ど
が
立
っ
た
ホ
テ
ル
再
建

こ
う
し
た
改
善
努
力
の
結
果
、
短
期
間

の
う
ち
に
経
営
体
質
と
財
務
状
況
の
改
善

が
進
み
、
ま
た
売
り
上
げ
も
持
ち
直
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
同
ホ
テ
ル
が
実
施
し
て
き
た

改
善
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇

◇

【
平
成
十
四
年
度
】

・
売
掛
金
の
未
回
収
金
二
億
六
千
万
円

の
一
部
に
つ
い
て
、
元
役
員
な
ど
に

対
し
、
損
害
賠
償
を
提
訴

・
経
営
陣
を
一
新
す
る
新
役
員
体
制
が

発
足

【
平
成
十
五
年
度
】

・
あ
ず
さ
監
査
法
人
に
よ
る
財
務
監
査
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長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

進
め
て
い
ま
す

外
郭
団
体
の
経
営
改
善

現
在
、
長
岡
市
は
、
市
の
行
財
政
経
営
の
改
革
だ
け
で
な
く
、
市
が
出
資
し
て
い
る

株
式
会
社
や
財
団
法
人
な
ど
、
外
郭
団
体
の
経
営
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
と

長
岡
市
企
業
公
社
の
改

善
内
容
に
つ
い
て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

森市長の
市政報告

長岡グランドホテル

設立経過 長岡市に必要な都市機能であるホテルの建
設に、市も出資することを昭和54年に議会
議決。用地は長岡市から賃借して長岡都市
ホテル資産保有㈱が建設し、長岡都市ホテ
ル経営㈱がホテル事業を経営してきた。平
成17年、長岡都市ホテル資産保有㈱が長岡
都市ホテル経営㈱を吸収合併した。

開 業 昭和56年７月19日

役 員 代表取締役社長 清水 周ほか

資 本 金 ５億3,930万円（株主数73）
（うち、長岡市は１億1,890万円出資）

主な株主 長岡市、㈱北越銀行、㈱大光銀行、越後交
通㈱、㈱ツガミ、㈱原信、北越製紙㈱、ユ
ニオンツール㈱、セコム上信越㈱、㈱ユア
テック、太平ビルサービス㈱

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ビ
ュ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
ホ
テ
ル
の

再
生
プ
ラ
ン
を
検
討

・
新
社
長
が
就
任

・
資
本
体
質
を
強
化
（
九
〇
％
の
減
資

と
合
わ
せ
て
、
市
や
金
融
機
関
、
企

業
な
ど
が
協
力
し
て
二
億
四
千
八
十

万
円
の
増
資
を
実
行
）

【
平
成
十
六
年
度
】

・
追
加
増
資
（
七
千
三
百
五
十
万
円
）

を
実
行

・
大
手
ホ
テ
ル
の
専
門
家
を
幹
部
社
員

（
総
支
配
人
な
ど
）
に
招
へ
い

・
ホ
テ
ル
再
建
計
画
を
策
定

・
元
役
員
な
ど
が
損
害
額
の
一
部
を
賠

償

【
平
成
十
七
年
度
】

・
三
億
円
の
借
入
金
を
株
式
化

・
経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
長
岡

都
市
ホ
テ
ル
資
産
保
有
㈱
が
長
岡
都

市
ホ
テ
ル
経
営
㈱
を
吸
収
合
併
し
、

一
社
統
合
化
を
達
成

・
売
上
目
標
を
ほ
ぼ
達
成

今
後
の
課
題
は

民
間
ホ
テ
ル
と
し
て
の
自
立

経
過
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
劣
化

す
る
施
設
の
更
新
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
。

一
層
の
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
面
の
課
題
は
、「
市
民
の
応
接

間
」
と
し
て
も
っ
と
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
気
軽
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
社
員
一
丸

と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
む
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
経
営
体
質
の
改
善
や
施

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
日
も
早

く
長
岡
市
が
経
営
参
画
か
ら
離
れ
、

一
民
間
ホ
テ
ル
と
し
て
真
に
自
立

す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
が
最
も
大

き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
育
施
設
や
図
書
館
な
ど
市
民
の
み
な

さ
ん
が
利
用
す
る
施
設
（
公
の
施
設
）
の

管
理
は
、
こ
れ
ま
で
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

市
が
直
接
行
う
か
、
市
が
出
資
す
る
外
郭

団
体
に
委
託
す
る
か
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
長
岡
市
で
は
企
業
公
社
を

設
立
し
、
厚
生
会
館
や
ス
キ
ー
場
な
ど
十

九
施
設
の
維
持
管
理
業
務
を
委
託
し
て
き

ま
し
た
が
、
委
託
料
に
占
め
る
多
額
の
人

件
費
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

委
ね
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、

法
律
が
改
正
さ
れ
、
公
の
施
設
の
管
理
に

株
式
会
社
な
ど
が
参
入
で
き
る
「
指
定
管

理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
私
は
企
業
公
社
に
企
業
間

競
争
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の
で
き
る
徹
底

し
た
経
営
内
容
の
見
直
し
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
昨
年
十
一
月
、
自
ら
「
経
営
改
革
計

画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
胆

な
経
営
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

改
革
内
容
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
な
ど

の
外
部
委
員
か
ら
成
る
長
岡
市
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
か
ら
も
、「
適
当
で
あ
る
」

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
を
半
減
し

職
員
給
与
も
約
２
割
削
減
し
ま
す

具
体
的
に
は
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

に
現
行
の
正
規
職
員
十
一
人
体
制
を
五
人

体
制
に
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
給
与
を
民

間
同
業
種
の
給
与
水
準
ま
で
段
階
的
に
削

減
。
平
成
二
十
一
年
度
に
は
現
行
の
給
与

水
準
を
約
二
割
減
額
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
、
企
業
公
社
が

市
場
競
争
に
打
ち
勝
つ
体
力
を
身
に
つ
け
、

指
定
管
理
者
と
し
て
、
さ
ら
な
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
施
設
運
営
を

実
現
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
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
長
岡
市
企
業
公
社

長岡グランドホテルの借入金残高と売上金の推移
（連結決算）

長岡市企業公社
設 立 昭和49年５月21日

基本財産 5,000万円
（全額長岡市が出資）

事業規模 ４億2,378万円
（平成18年度予算額）

事 業 長岡市の委託を受けて、
市営スキー場、市営駐車
場、スポーツ・レクリエ
ーション施設の管理業務
を受託（平成18年度受託
施設数：19施設）

職 員 数 11人
（平成18年４月１日現在）



「
こ
の
悲
惨
な
光
景
は
、
今
も

目
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

市
が
空
襲
の
体
験
画
を
募
集
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
思
い
出
す

の
は
つ
ら
い
の
で
す
が
、
自
分
の

体
験
を
戦
争
を
知
ら
な
い
人
た
ち

に
伝
え
よ
う
と
思
い
、
描
き
ま
し

た
」
と
語
る
中
村
さ
ん
。

中
村
さ
ん
は
当
時
、
大
工
町

（
現
日
赤
町
）
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
絵
の
手
前
中
央
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
シ
ャ
ツ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
の

が
ご
本
人
で
す
。
そ
し
て
、
中
村

さ
ん
が
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
の
は
、

近
所
に
住
む
一

歳
年
上
の
男
の

子
。
そ
の
男
の

子
は
雨
の
よ
う

に
ザ
ー
ザ
ー
と

音
を
立
て
な
が

ら
降
り
注
ぐ
焼

夷
弾
の
直
撃
を
受
け
、
足
に
大
け

が
を
負
っ
て
い
ま
す
。

中
村
さ
ん
は
当
時
の
様
子
を
振

り
返
り
ま
す
。

「
あ
の
こ
ろ
は
毎
日
の
よ
う
に
、

空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て

い
ま
し
た
。
普
段
で
あ
れ
ば
、
防

空
頭
巾
な
ど
を
準
備
し
て
い
た
の

で
す
が
、
八
月
一
日
の
夜
は
、
ど

う
せ
い
つ
も
の
こ
と
だ
と
思
い
寝

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

突
然
の
ご
う
音
で
目
を
覚
ま
す

と
、
既
に
一
軒
先
の
家
屋
は
焼
け

落
ち
る
寸
前
で
し
た
。
私
は
、
慌

て
て
着
の
み
着
の
ま
ま
で
逃
げ
出

し
ま
し
た
。
無
意
識
に
信
濃
川
に

向
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
日
赤
病
院
は
、
爆
撃
に

よ
っ
て
も
の
す
ご
い
勢
い
で
燃
え

て
い
て
、
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
光
景

で
し
た
。

土
手
に
上
が
る
と
『
痛
い
や
ー
、

痛
い
や
ー
』
と
い
う
声
が
し
ま
し

た
。
見
る
と
近
所
の
男
の
子
が
焼

夷
弾
の
直
撃
を
受
け
座
り
込
ん
で

い
ま
し
た
。

私
は
抱
き
合
い
な
が
ら
『
が
ん

ば
っ
て
、
が
ん
ば
っ
て
』
と
言
い

ま
し
た
が
、
医
者
も
救
護
す
る
人

も
お
ら
ず
、
血
止
め
の
ふ
き
ん
も

持
た
な
い
私
に
は
、
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

男
の
子
は
後
日
、『
白
い
ご
飯
を

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
』
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
出
血
多
量
で
亡
く

な
っ
た
そ
う
で
す
」
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▲中村さんが描いた昭和20年８月１日夜の長岡（左手にＢ29のじゅうたん爆撃を受け炎上する当時の長岡
赤十字病院、右手には長生橋が見えます）

語語
りり
継継
ぐぐ
長長
岡岡
空空
襲襲

決決
しし
てて
繰繰
りり
返返
すす
まま
いい
ここ
のの
悲悲
劇劇

昭
和
二
十
年
八
月
一
日
の
夜
、
長
岡
市
は

焼
夷
弾

し
ょ
う
い
だ
ん

に
よ
る
爆
撃
を
受
け
、
学
童
三
百
人
余

り
を
含
む
千
四
百
七
十
人
を
超
え
る
尊
い
生
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
六
十
一
年
が
経
過

し
た
今
年
、
市
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
長
岡
空
襲
の
体
験
画
を

募
集
し
ま
し
た
。

当
時
十
二
歳
だ
っ
た
中
村
誠
太
郎
さ
ん
（
大
島

新
町
在
住
）
が
描
い
た
一
枚
の
絵
に
は
、
中
村

さ
ん
の
目
に
映
っ
た
光
景
が
生
々
し
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。

中
村
さ
ん
に
、
当
時
の
様
子
と
次
世
代
へ
の
思

い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲絵を描いた中村さん。長岡空襲
の体験者として、市が行う空襲座
談会などに参加し自らの体験を語
っています

今
の
平
和
を
か
み
し
め
て
ほ
し
い

「
当
時
は
食
べ
物
も
、
着
る
物

も
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
不
足
し
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
と
て
も
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
今
は
恵
ま
れ

過
ぎ
て
い
る
の
で
す
。
過
ち
は
繰

り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
平
和

を
失
っ
て
初
め
て
、
今
の
平
和
に

気
付
く
の
で
は
遅
い
の
で
す
。
多

く
の
人
に
こ
の
絵
を
見
て
も
ら
い
、

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

こ
う
語
る
中
村
さ
ん
の
表
情
か

ら
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
当
時
の
深
い
悲
し
み
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
ら
空
襲
の
体
験
者
か

ら
募
集
し
た
長
岡
空
襲
体
験
画
を
、

八
月
二
十
日
ま
で
市
民
セ
ン
タ
ー

地
下
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
展
示
し

て
い
ま
す
。

●
次
の
世
代
へ
語
り
継
ぐ
た
め
に

市
で
は
、
長
岡
空
襲
の
惨
禍
と

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
る

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
大
手
通
り
の
「
ま
ち
な

か
・
考
房
」
内
の
長
岡
戦
災
資
料

館
で
は
、
当
時
の
生
活
の
様
子
や

長
岡
空
襲
の
恐
ろ
し
さ
を
今
に
伝

え
る
貴
重
な
資
料
を
常
設
展
示
し

て
い
ま
す
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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●非核平和都市宣言市民の集い
（平和の誓い・平和祈願祭）

時間＝午前８時～８時30分 会場＝平和の森公園（本町

３） 内容＝黙とう（非核平和・悠久の鐘）、宣言文朗

読、献花、長岡空襲の話（石澤郁子さん）、広島平和記

念式典に参加する中学生への折り鶴の依託ほか

●戦災殉難者慰霊祭

時間＝午前６時から 会場＝平潟公園（表町１）

●早朝墓前供養

時間＝午前７時から 会場＝昌福寺（四郎丸４）

●市民におくる映画の集い

時間＝午前９時から

会場＝表町コミュニティセンター（表町小学校内）

内容＝アニメ映画「うしろの正面だあれ」

●柿川灯籠
とうろう

流し

慰霊と平和への思いを託し柿川に灯籠を流します。

時間＝午後７時から

会場＝柿川（一之橋～追廻橋付近）

●慰霊花火の打上げと梵鐘
ぼんしょう

の打ち鳴らし

時間＝午後10時30分 内容と会場＝①慰霊花火10号

（尺玉）３発の打ち上げ…信濃川河川敷②梵鐘５回

の打ち鳴らし…市内各寺院

●鎮魂たむけの花（１日～３日）

長岡空襲で犠牲となった人々の冥福を祈り、各自

花一輪をお持ちいただき、たむけてください。

時間＝午前９時～午後５時

会場＝市民センター１階 協力＝長岡いけばなの会

●ながおか平和フォーラム

午後１時30分からリリックホールで沖縄出身の全

盲のテノール歌手・新垣勉さんの平和トークと平和

をテーマにしたパネルディスカッションを行います。

問庶務課39・2203または長岡戦災資料館36・3269

８月１日の催し

８月の平和関連行事
●長岡空襲体験画展

長岡空襲体験者が描いた絵約80点を展示してい
ます。
期間＝８月20日まで
時間＝午前９時～午後５時
会場＝市民センター地下イベント広場

●第２回長岡空襲体験者座談会
表町国民学校（現表町小学校）の卒業生が長岡

空襲の体験を語ります。
日時＝８月17日午後１時30分～４時
会場＝市民センター202・203会議室

●平和作品（ポスター・作文・標語）の展示
市内中学校から応募のあった平和をテーマとし

た作品を展示します。
期間＝８月20日まで
会場＝市民センター２階ロビー

平和作品入賞者（敬称略・順不同）

●作文の部
渡辺かおり（東中１年）
松本恵実（南中３年）
三浦由以（東北中３年）
仲野彩華（附属中３年）
杵淵友里恵（附属中３年）

●ポスターの部
品田有加里（東中３年）
加藤美奈子（宮内中３年）
中尾香澄（旭岡中２年）

●標語の部
茨木梨沙（西中２年）
小林俊樹（北辰中３年）

▲品田有加里さんの
作品「罪のない命が
奪われる悲しみ わ
かって下さい」

■特集 語り継ぐ長岡空襲－決して繰り返すまいこの悲劇
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ピ
ア
ニ
ス
ト
の
白
石
光
隆
さ
ん
が
、
七
月
六

日
、
越
路
小
学
校
と
越
路
西
小
学
校
を
訪
れ
、

ピ
ア
ノ
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校
訪
問
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
な

ど
の
主
催
で
震
災
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
五
月
に
引
き
続
き
今

回
が
二
回
目
で
す
。

こ
の
日
、
越
路
小
学
校
の
音
楽
室
に
集
ま
っ

た
の
は
六
年
生
百
人
。
白
石
さ
ん
の
演
奏
を
聴

い
て
曲
の
描
く
風
景
を
思
い
浮
か
べ
た
り
、
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
第
二
十
一
番
を
聴
き
な

が
ら
、
演
奏
さ
れ
る
テ
ー
マ
か
ら
各
自
が
思
い

思
い
の
物
語
を
つ
く
っ
た
り
し
ま
し
た
。

実
際
に
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
を
叩
い
て
み
た
り
と

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
楽
し
ん
だ
子
ど
も
た
ち

は
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
う
ピ
ア
ノ
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

七
月
上
旬
、
震
災
か
ら
一
年
八
カ
月
ぶ
り
に
虫
亀
診
療
所
と

種た
ね

苧す

原は
ら

診
療
所
を
再
開
し
ま
し
た
。
再
開
当
日
は
、
こ
の
日
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
多
く
の
み
な
さ
ん
が
訪
れ
、「
不
安
な
思
い

で
冬
を
越
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
安
心
で
き
ま
す
」
と
喜
び
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
支
え
で
あ
る
診
療
所
の
再

開
で
、
山
古
志
地
域
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元

の
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

九
月
に
は
山
古
志
支

所
の
本
格
移
転
と
と
も

に
山
古
志
診
療
所
、
歯

科
診
療
所
を
再
開
す
る

予
定
で
す
。

山古志

震
災
か
ら
一
年
八
カ
月
ぶ
り

山
古
志
地
域
で
診
療
所
を
再
開

▲再開最初の診察で「お元気で
したか」と話す佐藤医師

関
原
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
（
町
内
会
や
商
工
会
な

ど
で
構
成
）
は
、
平
成
三
年
か
ら
市
道
や
国
道
な
ど
約
三
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
花
植
え
や
、
家
庭
へ
の
鉢
植
え
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
の
緑
化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
長
年
の
取
り
組
み
が
こ

の
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
、
今
年
四
月
、「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労

者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
五
百
人
以
上
が
参
加
す

る
花
植
え
は
、
ま
さ
に
地

域
ぐ
る
み
の
活
動
。
地
域

の
緑
化
と
と
も
に
世
代
間

の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

長 岡

関
原
地
区
が
大
臣
表
彰

地
域
ぐ
る
み
で
花
い
っ
ぱ
い

▲花壇の手入れで話にも花が咲
きます（６月25日・国道８号沿
い）。

越

路

小学校で復興祈念コンサート

ピアノっておもしろい！

栃
尾
地
区
保
育
園
交
流
会
が
七
月
十
日
、
栃
尾
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
小
学
校
へ
入
学
し
て
早
く

友
達
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
年
長
児
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
会
場
に
は
百
三
十
二
人
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

赤
組
、
白
組
に
分
か
れ
て

玉
入
れ
や
綱
引
き
で
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
競
い
ま
し
た
。

緊
張
気
味
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
も
、
体
を
動
か
す

う
ち
に
自
然
に
打
ち
解
け
、

「
新
し
い
友
達
が
で
き
た
」

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

栃 尾

新
し
い
友
達
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
よ

年
長
児
の
交
流
会
で
熱
戦

▲あっという間に笑顔いっぱい！

第
三
十
七
回
三
島
地
域
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
七
月

九
日
、
み
し
ま
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
島
地
域
の
各
地

区
で
つ
く
る
男
女
混
合
チ
ー
ム
が
集
う
こ
の
大
会
は
、
か
つ
て

昭
和
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
も
ご
覧
に
な
ら
れ
た
伝
統
あ
る
行
事

で
す
。

二
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
し
た
こ
の
日
は
、
強

烈
な
ス
パ
イ
ク
や
体
を

張
っ
た
レ
シ
ー
ブ
な
ど

好
プ
レ
ー
の
連
続
。
敵

味
方
を
越
え
て
温
か
い

声
援
が
飛
び
交
う
な
か

で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

三 島

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

み
ん
な
で
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー▲スパイクやブロックが決まるたび

に、大きな歓声が上がりました。

▲普段見ることのないピアノ内部の仕組みに、子どもたちは興
味津々。
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七
月
九
日
早
朝
、お
ぐ
に
森
林
公
園
で「
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
七
年
目
に
な
る
こ
の
取
り
組

み
。
住
民
有
志
が
地
域
の
人
に
自
分
た
ち
の
公
園
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の
で
、
公
園
内
の
雑
木
伐
採

な
ど
に
汗
を
流
し
ま
す
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
も

あ
り
こ
の
日
の
参
加
者
は

十
人
。
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
代
表
の
安
澤
總ふ

さ

夫お

さ
ん

は
「
も
っ
と
多
く
の
人
か

ら
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、

こ
の
公
園
を
み
ん
な
で
育

ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

小 国

地
域
の
力
で
森
林
公
園
を
守
る

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▲次回は８月６日に行われます。
詳しくはおぐに森林公園95・2576へ。

和
島
中
沢
に
あ
る
「
共
育
の
里
山
ラ
ビ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
和
島
地
域
の
花
好
き
、
自

然
好
き
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
休
耕
田
や
山
林
を
教
材
に
し
た
体
験

学
習
、
山
林
歩
道
の
整
備
、
沿
道
へ
の
花
植
え

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六
月
の
終
わ
り
ご
ろ
、
休
耕
田
を
利
用
し
た

約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

の
花
畑
に
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
は
じ
め
、
ア
ヤ

メ
や
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
ソ
バ
の
花
が
咲

き
誇
り
ま
す
。

六
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
花
摘
み
と
、
リ
ボ
ン
で
花
を
編
む
ラ
ベ
ン
ダ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
長
岡
地
域
か

ら
参
加
し
た
と
い
う
親
子
連
れ
は
、「
い
い
に
お

い
だ
ね
」
と
話
し
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁
寧
に

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
を
摘
ん
で
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
九
日
の
「
中
川
清
兵
衛
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
」
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
七
月
一
日
、
こ
ど
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
与
板
地
域
で
は
転
作
で
品
質
の
良
い
大

豆
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
豆
製
品
を
使
っ
た
料
理
に
九
人
の

小
学
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

「
緊
張
し
て
い
る
」
と
話

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。

い
ざ
始
め
る
と
大
人
顔
負

け
の
手
さ
ば
き
で
見
事
な

料
理
が
完
成
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は

ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
で
発
表

さ
れ
、
優
秀
作
品
は
来
場

者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

与 板

ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
で
召
し
上
が
れ

子
ど
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

▲制限時間は60分。さあクッキング
・ザ・チャレンジ！

和

島

さわやかな香りに包まれて

畑でラベンダーの花摘み

七
月
八
、
九
日
の
二
日
間
、
寺
泊
地
域
と
友
好
親
善
交
流
を

進
め
る
群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
仲
間
づ
く
り
の
農
業
体
験
交
流
が

開
催
さ
れ
、
寺
泊
、
伊
勢
崎
、
東
京
都
浅
草
の
小
学
生
六
十
四

人
が
、
田
植
え
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

寺
泊
小
学
校
と
、
大
河

津
小
学
校
か
ら
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
も
、
地
元
農

家
の
指
導
で
す
ぐ
に
コ
ツ

を
つ
か
み
、
も
ち
米
の
苗

を
上
手
に
植
え
て
い
き
ま

し
た
。
み
ん
な
で
汗
を
流

し
な
が
ら
収
穫
し
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
、
家
族
へ
の
お

土
産
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
五
日
、
信
条
保
育
園
で
園
児
た
ち
が
七
夕
の
飾
り
付
け

を
し
ま
し
た
。「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
あ
い
た
い
」「
に
ん
じ
ゃ
に
な

れ
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
願
い
事
を
書
い
た
短

冊
や
、
色
と
り
ど
り
の
折
り
紙
で
作
っ
た
天
の
川
を
六
本
の
笹

竹
に
次
々
と
結
び
付
け
、

出
来
上
が
っ
た
七
夕
飾
り

を
う
れ
し
そ
う
に
見
上
げ

て
い
ま
し
た
。

隣
に
あ
る
老
人
憩
い
の

家
に
も
七
夕
飾
り
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
利
用
者
は

足
を
止
め
て
子
ど
も
た
ち

の
作
っ
た
七
夕
飾
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

寺 泊

友
達
づ
く
り
が
一
番
の
収
穫

伊
勢
崎
市
で
農
業
体
験

中之島

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
見
て
ね

願
い
を
込
め
て
七
夕
飾
り

▲初日は、約300人が参加。初夏のラベンダー畑ににぎやかな歓
声が響きました。

▲寺泊からは小学生18人が参加。８
月末にはスポーツ交流が行われます。

▲「病気をしませんように」など、
家族が書いた短冊も飾りました。
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●
と
ち
お
の
石
積
み

栃
尾
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
行
事
。

幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
の

め
い
福
を
祈
り
、
河
原
で
石
を
積

み
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
６
日

午
前
５
時
～

７
時

メ
ー
ン
会
場
＝
出
雲
橋
か

ら
刈
谷
田
橋
の
間

●
杜
々

と

ど

の
森
名
水
茶
会

日
時
＝
８
月
６
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
杜
々
の
森
名

水
公
園

茶
席
券
＝
一
人
１
、５
０

０
円
（
道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
、

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課
、
杜
々
の

森
名
水
公
園
な
ど
で
販
売
）

●
パ
ソ
コ
ン
講
座

①
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
活
用

日
時
＝
９
月
５
日
～
21
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

定
員
＝
15
人
（
先
着
。
５
人
以
下

の
場
合
中
止
）

受
講
料
＝
４
、０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申

８
月
29
日

ま
で

②
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
入
門

日
時
＝
９
月
３
日

・
９
日

・

17
日

・
23
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

定
員
＝
20
人
（
先

着
。
５
人
以
下
の
場
合
中
止
）

受
講
料
＝
４
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別
）

申
８
月
27
日

ま
で

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

〈
和
島
地
域
実
施
事
業
〉

竹
灯
籠

と
う
ろ
う

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ナ
イ
ト

＆
夕
涼
み
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

千
個
も
の
竹
灯
籠
に
明
か
り
が

と
も
る
中
、
バ
ン
ブ
ー
サ
ッ
ク
ス

の
音
色
が
里
山
に
響
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
共
育
の
里
山
ラ
ビ
ッ

ト
フ
ァ
ー
ム
（
和
島
中
沢
、
島
田

小
学
校
前
）

※
雨
天
の
場
合
は

島
田
小
学
校
体
育
館
を
予
定

内

容
＝
竹
灯
籠
点
火
、
津
軽
三
味
線
、

バ
ン
ブ
ー
サ
ッ
ク
ス
、
尺
八
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
演
奏

問
共
育
の
里
山
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー

ム
事
務
局
・
久
住
さ
ん

０
９
０

・
２
２
１
７
・
６
２
３
２

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
８
月
20
日

…

ガ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ
ン
②
22
日

…

草
花
あ
そ
び
③
25
日

…
折
り
紙

ア
ー
ト
④
９
月
３
日

…
八
石
ナ

ス
を
使
っ
た
料
理
⑤
８
日

…
生

け
花
・
お
ぐ
に
を
生
け
る
⑥
10
日


…
リ
ー
ス
作
り

時
間
＝
①
④

⑥
…
午
前
９
時
～
正
午
、
②
③
⑤

…
午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
交

流
体
験
館
（
お
ぐ
に
森
林
公
園
内
）

定
員
＝
各
10
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
②
⑤
…
５
０
０
円
、
①
③
④

⑥
…
８
０
０
円

申
各
開
催
日
の

５
日
前
ま
で
（
水
曜
日
休
館
）

●
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
in
長
岡

記
念
闘
牛
大
会

日
時
＝
９
月
17
日

午
後
１
時
～

４
時

会
場
＝
山
古
志
闘
牛
場

（
古
志
南
平

な
ん
ぺ
い

旧
池
谷
会
場
）

観
覧
料
＝
２
、０
０
０
円

※
当
日

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

前
売
り
券
を
販
売
し
ま
す
。
山
古

志
支
所
産
業
課
内
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト

実
行
委
員
会

59
・
２
３
４
３
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
☆
シ
ョ
パ
ン
」

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
バ
リ
ー
ニ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
２
０
０
６

日
時
＝
９
月
22
日

午
後
７
時
か

ら
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

会

場
＝
中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル

料
金
＝
全
席
自
由
２
、５

０
０
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
中
之

島
文
化
セ
ン
タ
ー
、
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
新
潟
日
報
販
売
店
、

長
岡
大
和

●
十
日
町
・
津
南
縄
文
め
ぐ
り

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

国
宝
の
火
焔
型
土
器
群
や
「
大

地
の
芸
術
祭
」
を
堪
能
で
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
22
日

午
前
８
時
30

14市政だより 2006.8

教
育
委
員
会
栃
尾
分
室


52
・
１
１
１
７

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課


52
・
５
８
２
７

和
島
支
所
地
域
振
興
課


74
・
３
１
１
１

養
楽
館


95
・
３
１
６
１

山
古
志
支
所
産
業
課


59
・
２
３
４
３

中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー


66
・
１
３
１
０

企
画
課


39
・
２
２
０
４

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
・

お
り
な
す


51
・
１
３
３
１

震災関連のお知らせ
新潟県中越大震災復興基金事業の被災宅地復旧工事補助の制度が拡充さ

れました。被災宅地の復旧工事を行う宅地の所有者に対して、工事費の一
部を補助します。

問都市開発課39・2226

変更前 変更後

補助対象経費

①のり面の保護②排水施設の設置
③整地④擁壁の設置（旧擁壁の除
去を含む）⑤地盤調査⑥その他被
災宅地の復旧に必要な工事で市長
が必要と認めたもの

変更なし

補助対象者
①住宅金融公庫などによる融資を
受けることが困難な人

次の①②のいずれかの人
①住宅金融公庫などによる融資を
受けることが困難な人
②避難勧告または避難指示が11カ
月以上継続し、その間避難生活の
継続を余儀なくされた人や、それ
に準じる被災状況の人

補 助 率
1/2、ただし補助金の額は100万
円が限度

400万円までの工事費は1/2、
400万円を超える工事費は2/3
（補助金の上限額は撤廃されまし
た）

分
～
午
後
５
時

集
合
＝
市
役
所

正
面
玄
関
前
ま
た
は
長
岡
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
前

見
学
場
所
＝
十
日

町
博
物
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館

（
津
南
）、
大
地
の
芸
術
祭

定
員

＝
40
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
大
地
の

芸
術
祭
パ
ス
ポ
ー
ト
代
、
昼
食
代

含
む
）

申
８
月
７
日

ま
で
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
集
合
場

所
を
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
９
４

０
―
０
０
６
２
大
手
通
２
の
４
の

９
長
岡
市
企
画
課
バ
ス
ツ
ア
ー
係

へ
。
１
枚
の
は
が
き
で
６
人
ま
で

応
募
可
。
複
数
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
。
８
月
11
日

こ
ろ
ま
で
に
結

果
を
郵
送


旧
長
谷
川
家
住
宅
復
旧
工
事

一
般
公
開

日
時
＝
８
月
26
日

①
午
前
10
時

か
ら
②
午
前
11
時
か
ら

集
合
＝

旧
長
谷
川
家
住
宅
駐
車
場

服
装

＝
安
全
の
た
め
運
動
靴
な
ど

定

員
＝
各
30
人
（
先
着
）

申
８
月

14
日

～
23
日



ド
ク
タ
ー
・
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の

感
性
で
学
ぶ

防
災
実
験

大
集
合
（
無
料
）

地
震
、
が
け
崩
れ
、
雪
崩
な
ど

身
の
ま
わ
り
で
発
生
す
る
自
然
災

害
の
し
く
み
を
実
験
で
学
び
ま
す
。

都
合
の
良
い
時
間
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
５
日

午
後
２
時
～

４
時

会
場
＝
科
学
博
物
館
自
然

展
示
室


砂
と
水
と
で
お
も
し
ろ
実
験

（
無
料
）

都
合
の
良
い
時
間
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
６
日

・
12
日

・

20
日

午
後
２
時
～
４
時

会
場

＝
科
学
博
物
館
自
然
展
示
室


岩
石
・
化
石
の
名
前
を
調
べ
る

会
（
無
料
）

都
合
の
良
い
時
間
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
前
９
時
～

11
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
工
作

室

持
ち
物
＝
採
取
し
た
岩
石
や

化
石
、
筆
記
用
具
、
は
さ
み


植
物
標
本
づ
く
り
・
名
前
調
べ

教
室
（
無
料
）

都
合
の
良
い
時
間
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室

持
ち
物
＝
押
し
葉
に
し

た
植
物
、
筆
記
用
具
、
は
さ
み


昆
虫
の
名
前
を
調
べ
る
会

（
無
料
）

都
合
の
良
い
時
間
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
27
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

３
０
２
教
室

持
ち
物
＝
昆
虫
標

本
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員

の
人
た
ち
と
一
緒
に
、

歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観

察
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
27
日

午
前
６
時
～

９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
以
上

参
加
料
＝
50
円

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡

な
ど

申
８
月
24
日

ま
で


長
岡
の
歴
史
を
探
る
会

岩
田
地
区
（
越
路
地
域
）
の
古

代
・
中
世
史
を
探
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
３
日

、
11
月
12
日


、
12
月
３
日

、
１
月
20
日

、

２
月
４
日

、
３
月
４
日

午
後

１
時
30
分
～
４
時
、
10
月
15
日


は
現
地
学
習
で
午
前
10
時
～
午
後

４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０

１
教
室
（
10
月
15
日
の
会
場
は
岩

田
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

対
象
＝
一
般
（
４
回
以
上
参
加
で

き
る
人
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

参
加
料
＝
50
円
（
10
月
15
日
の
現

地
学
習
時
の
み
）

申
８
月
５
日


～
31
日



石
仏
探
訪
会

日
時
＝
９
月
10
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

見
学
地
＝
栃
尾
地
域
菅
畑
周
辺

集
合
＝
菅
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

前

参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
帽
子

申

９
月
７
日

ま
で


馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
環
境
整

備
事
業
説
明
会
（
無
料
）

火
焔
土
器
の
発
見
地
で
あ
る
史

跡
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
を
整
備
、

活
用
す
る
た
め
の
計
画
や
発
掘
調

査
の
成
果
を
解
説
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
26
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

４
０
１
教
室

申
８
月
24
日

ま

で
夏
休
み
は「
藤
橋
歴
史
の
広
場
」

へ
ど
う
ぞ

出
土
品
を
展
示
し
た
「
ふ
じ
は

し
歴
史
館
」
や
復
元
し
た
住
居
な

ど
で
、
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
や
文

化
を
楽
し
く
学
習
で
き
ま
す
。
７

月
24
日

～
８
月
31
日

は
、
休

ま
ず
開
館
し
ま
す
。

所
在
地
＝
西
津
町
４
１
５
７
の
１

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

入
場
料
＝
無
料

●
公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

①
長
岡
空
襲
と
「
長
岡
空
襲
60
人

の
証
言
」
に
つ
い
て
（
無
料
）

日
時
＝
８
月
15
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０

１
教
室

講
師
＝
峰
村
剛
さ
ん

定
員
＝
40
人
（
先
着
・
親
子
可
）

申
８
月
８
日

か
ら

②
私
の
空
襲
体
験
「
秋
田
犬
に
助

け
ら
れ
た
我
が
家
の
命
」

（
無
料
）

日
時
＝
８
月
21
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

４
０
５
教
室

講
師
＝
長
谷
川
三

郎
さ
ん

定
員
＝
25
人
（
先
着
・

親
子
可
）

申
８
月
８
日

か
ら

③
気
軽
に
楽
し
む
絵
て
が
み
入
門

日
時
＝
８
月
22
日

、
９
月
19
日


、
10
月
10
日

、
11
月
21
日

、

12
月
５
日

午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
み
し
ま
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
片
桐
キ
セ
さ
ん

定
員
＝

15
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０

０
０
円

申
８
月
８
日

か
ら

④
時
刻
表
で
旅
気
分
！

時
刻
表
の
い
ろ
は
を
学
び
、
自

分
だ
け
の
旅
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
２
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

４
０
５
教
室

講
師
＝
山
岸
昌
弘

さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
・
親

子
可
）

持
ち
物
＝
時
刻
表
９
月

号
、
筆
記
用
具
、
メ
モ
用
紙

参

加
料
＝
５
０
０
円

申
８
月
14
日


か
ら

⑤
腹
話
術
に
親
し
も
う
！

児
童
教
育
や
交
通
安
全
指
導
の

場
の
ほ
か
、
催
し
物
で
も
使
え
る

「
腹
話
術
」
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
３
日

・
24
日

、

10
月
１
日

午
前
10
時
～
11
時
30

分

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０
５

教
室

講
師
＝
渋
谷
節
子
さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

持
ち
物

＝
筆
記
用
具

参
加
料
＝
一
般
１
、

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
３
０
０

円

申
８
月
14
日

か
ら
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科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２

▲中越大震災の被害から復旧
中の旧長谷川家住宅

◇ながおか市民センター39・2763
期間＝８月１日～４日
閉館時間＝午後10時30分（１階のま

ちの情報コーナーとロビ
ーのみ）

◇大手通り地下駐車場37・3701
期間＝８月１日～４日

営業時間＝午前７時～翌午前０時
◇サンライフ長岡、勤労会館
期間＝８月１日～４日および

８月13日～16日
（ただし、８月14日は閉館日）

閉館時間＝午後５時
問商業振興課39・2228

長岡まつりなどに
伴い閉館・営業時間が

変更になります



⑥
自
分
の
力
で
自
分
の
体
を
改
善

し
よ
う
～
整
体
講
座
～

日
時
＝
９
月
５
日

・
９
日

午

後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

会
場

＝
与
板
体
育
館
３
階
和
室

講
師

＝
田
中
秋
雄
さ
ん

内
容
＝
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
自
力

整
体
を
学
ぶ

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装

参
加
料
＝
８
０
０

円

申
８
月
21
日

か
ら

⑦
親
子
で
親
し
む

「
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」
工
作

日
時
＝
９
月
９
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

※
雨
天
時

予
備
日
…
打
ち
上
げ
の
み
10
日


会
場
＝
中
央
公
民
館
３
階
工
作
室

（
打
ち
上
げ
は
河
川
公
園
自
由
広

場
）

講
師
＝
星
空
フ
ァ
ク
ト
リ

ー

内
容
＝
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の

制
作
、
打
ち
上
げ

定
員
＝
小
学

生
以
上
の
親
子
20
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝
30
㎝
定
規
、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
筆
記
用
具
、
昼
食
な
ど

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

申
８
月

21
日

か
ら


ち
ゃ
れ
ん
じ
！

ポ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
＝
①
９
月
16
日

②
９
月
30

日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
場
＝
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
い
こ
い
の

広
場
多
目
的
広
場

内
容
＝
ポ
ニ

ー
の
世
話
と
簡
単
な
乗
馬
（
初
心

者
可
）

対
象
＝
小
学
４
年
生
～

中
学
生

定
員
＝
両
日
と
も
30
人

（
抽
選
）

持
ち
物
＝
昼
食
な
ど

申
８
月
７
日

～
21
日

に
小
・

中
学
校
、
市
内
図
書
館
、
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
９

４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１

長
岡
市
生
涯
学
習
課
へ
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
件
名

は
「
ポ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
申
し
込
み
」

で
）


な
が
お
か
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

情
操
教
育
や
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ

ー
（
動
物
介
在
療
法
）
の
一
環
と

し
て
、
ポ
ニ
ー
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
（
29

ペ
ー
ジ
参
照
）。

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
東
山
ふ
れ
あ

い
農
業
公
園

※
天
候
に
よ
り
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

①
体
験
ポ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル

東
京
の
「
ポ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
か

つ
し
か
」
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
、
乗
馬
体
験
を
し
ま
す
。

対
象
＝
小
・
中
学
生

定
員
＝
15

人
（
抽
選
）

申
８
月
７
日

～

21
日

に
小
・
中
学
校
、
各
図
書

館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
件

名
は
「
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
申
し

込
み
」
で
）
９
月
20
日

こ
ろ
ま

で
に
結
果
を
郵
送

②
ゴ
ー
ゴ
ー
ポ
ニ
ー

補
助
者
が
付
く
の
で
、
初
め
て

の
人
で
も
安
心
で
す
。

対
象
＝
お
お
む
ね
４
歳
以
上

③
ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー

触
っ
た
り
、
え
さ
を
あ
げ
た
り

し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
す
。

④
む
か
し
遊
び
コ
ー
ナ
ー

竹
細
工
体
験
や
蹄
鉄

て
い
て
つ

投
げ
な
ど

を
楽
し
み
ま
す
。


な
が
お
か
市
民
大
学

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

①
新
な
が
お
か
を
知
る
～
郷
土
が

生
ん
だ
偉
人
た
ち
～

各
地
域
が
輩
出
し
た
偉
人
た
ち

の
生
い
立
ち
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

彼
ら
の
勇
気
と
知
恵
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
９
月
４
日
・
11
日
・
25
日
、

10
月
２
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、

11
月
６
日
・
13
日
・
20
日
の
毎
回

月
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

講
師
＝
各

地
域
の
歴
史
研
究
家

定
員
＝
60

人
（
先
着
）

受
講
料
＝
２
、０
０

０
円

②
街
並
建
物
探
偵
団
、
た
だ
い
ま

発
足
！
～
歴
史
あ
る
建
物
と
つ

き
あ
う
～

各
地
の
歴
史
あ
る
建
物
を
通
じ

て
、
ま
ち
の
歴
史
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
21
日
・
28
日
、
10
月

12
日
・
19
日
・
26
日
（
毎
回
木
曜

日
。
計
５
回
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学

講
師
＝
長
岡
造
形
大
学
教
授
・
木

村
勉
さ
ん

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
２
、５
０
０
円

◇

◇

申
①
②
と
も
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
中
央
公
民
館
へ
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で


第
２
回
「
ふ
る
さ
と
大
好
き
！

親
子
な
が
お
か
探
訪
ツ
ア
ー
」

募
集

日
時
＝
９
月
30
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

集
合
＝
中
央
公
民
館

コ
ー
ス
＝
科
学
博
物
館
→
藤
橋
歴

史
の
広
場
→
国
内
最
大
の
天
然
ガ

ス
田
→
お
ぐ
に
森
林
公
園
・
紙
の

美
術
博
物
館

対
象
＝
小
・
中
学

生
親
子
20
組
（
抽
選
）

持
ち
物

＝
動
き
や
す
い
服
装
、
昼
食
、
飲

み
物
、
雨
具

参
加
料
＝
２
５
０

円
（
保
険
料
）

申
８
月
10
日


か
ら
電
話
で


ビ
ー
ル
史
を
創
っ
た

な
が
お
か
人

新
し
い
長
岡
市
域
で
日
本
の
ビ

ー
ル
史
に
大
き
く
関
わ
っ
た
人
物

像
に
迫
り
ま
す
。

内
容
＝
①
ビ
ー
ル
の
起
源
と
そ
の

種
類
②
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
父
、

中
川
清
兵
衛
③
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
会

長
に
な
っ
た
男
、
佐
藤
保
三
郎
④

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
創
始
者
の
一
人
、

外
山
脩
造
⑤
製
造
タ
ン
ク
見
学
、

試
飲
会

日
時
＝
①
～
④
８
月
29

日
～
９
月
19
日
の
毎
週
火
曜
日
午

後
７
時
～
８
時
30
分
⑤
９
月
24
日


午
後
１
時
30
分
～
６
時
30
分

会
場
＝
①
～
④
中
央
公
民
館
⑤
日

本
海
夕
陽
ブ
ル
ワ
リ
ー

定
員
＝

25
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

（
保
険
料
２
５
０
円
、
試
飲
会
４
、

０
０
０
円
は
実
費
）

申
８
月
10

日

か
ら
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
中
央
公
民
館
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で


梨
な
す
の
ぬ
か
漬
講
座

日
時
＝
８
月
30
日

午
前
９
時
～

正
午


長
岡
野
菜
家
庭
料
理
教
室

日
時
＝
９
月
６
日

午
前
９
時
～

午
後
１
時

◇

◇



と
も
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

申
８
月
15

日

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
希
望
す
る
講
座
・
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０

８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
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生
涯
学
習
課

32
・
５
１
１
０


32
・
０
５
８
７

seisyone@
city.nagaoka.niigata.jp

中
央
公
民
館

32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

chu-kou@
city.nagaoka.niigata.jp

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２

●
ハ
ウ
ス
い
ち
ご
の
栽
培
研
修
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

高
設
（
棚
）
に
よ
る
ハ
ウ
ス
い

ち
ご
の
栽
培
研
修
会
で
す
。

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー

夏
休
み
の
利
用
案
内

期
間
＝
７
月
25
日

～
８
月
31
日


（
月
曜
日
は
休
館
）

利
用
時

間
＝
科
学
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
…
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30

分
、
３
時
20
分
（
夏
休
み
中
は
高

校
生
以
下
は
無
料
）

※
温
水
プ
ー
ル
は
９
月
中
旬
（
予

定
）
ま
で
補
修
の
た
め
休
み
ま
す

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
、

曇
天
の
場
合
は
予
備
日
に
延
期
。

予
備
日
も
雨
天
、
曇
天
の
場
合
は

中
止
）。

日
時
＝
①
８
月
９
日

午
後
７
時

30
分
～
８
時
30
分
（
予
備
日
…
８

月
11
日

）
②
９
月
６
日

午
後

７
時
30
分
～
８
時
30
分
（
予
備
日

…
９
月
８
日

）

会
場
＝
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー

●
花
・
は
な
広
場
の
種
ま
き
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

長
生
橋
西
詰
下
の
「
花
・
は
な

広
場
」
を
来
春
、
菜
の
花
で
い
っ

ぱ
い
に
し
ま
せ
ん
か
（
小
学
生
低

学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

日
時
＝
８
月
27
日

午
前
８
時
30

分
～
10
時

会
場
＝
信
濃
川
河
川

公
園

花
・
は
な
広
場
（
当
日
は
長

生
橋
西
詰
下
に
集
合
、
小
雨
決
行
）

持
ち
物
＝
軽
作
業
の
で
き
る
服
装
、

長
靴
、
軍
手
、
雨
具

申
８
月
１

日

～
23
日



長
岡
市
美
術
協
会
展
（
無
料
）

長
岡
市
美
術
協
会
会
員
の
作
品

を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
５
日

～
13
日

午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
７
日

を

除
く
。
13
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
美
術
セ

ン
タ
ー

出
展
部
門
＝
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写

真

問
国
際
文
化
課
内
長
岡
市
美

術
協
会
事
務
局


新
潟
県
少
年
少
女
合
唱
団
合
同

演
奏
会

県
内
５
つ
の
少
年
少
女
合
唱
団

の
合
同
演
奏
会
で
す
。

日
時
＝
８
月
20
日

午
後
１
時
30

分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

出
演

＝
高
田
少
年
少
女
合
唱
団
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
少
年
少
女
合
唱
団
、
新

潟
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
、
三
条
ジ

ュ
ニ
ア
合
唱
団
、
長
岡
少
年
少
女

合
唱
団

入
場
料
＝
無
料（
要
整
理

券
）

整
理
券
取
扱
場
所
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
、
市
民
セ

ン
タ
ー

問
長
岡
少
年
少
女
合
唱

団
・
中
村
さ
ん

27
・
２
８
５
１

●
ド
イ
ツ
語
市
民
公
開
講
座

「
初
歩
の
ド
イ
ツ
語
」

日
時
＝
９
月
13
日
～
11
月
15
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８

時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０

２
会
議
室

講
師
＝
長
岡
日
独
協

会
・
芳
野
昇
さ
ん

定
員
＝
40
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
一
般
５
、０

０
０
円
、

長
岡
市
国
際
交
流
協

会
賛
助
会
員
お
よ
び
長
岡
日
独
協

会
会
員
２
、０
０
０
円
（
教
材
費
含

む
）

申
９
月
８
日

ま
で

●
『
長
岡
市
政
１
０
０
年
の
あ
ゆ

み
』
を
増
刷
し
ま
し
た

販
売
価
格
＝
２
、５
０
０
円

販
売

場
所
＝
市
内
各
書
店
、
各
図
書
館
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青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５


長
岡
市
国
際
交
流
協
会


39
・
２
７
１
４

農
政
課


39
・
２
２
２
３

公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０

文
書
資
料
室

36
・
７
８
３
２

12月上旬 11月上旬 ９月上旬 時
期

冬
季
間
管
理
対
策
お
よ
び
先

進
地
視
察
研
修

開
花
前
管
理
指
導
お
よ
び
先

進
地
視
察
研
修

い
ち
ご
定
植
指
導
会

内

容

親も育つ子育てセミナー（思春期コース）

子どもたちを取り巻く状況を知り、思春期の子どもとの付き合い
方を問い直してみませんか（全10回）。

時間＝午前10時～正午 会場＝中央公民館
対象＝小学校～高校生の保護者
定員＝40人（先着） 参加料＝1,000円（初回に）
申８月10日から中央公民館32・0437へ

期 日 内 容 講 師

９／６
開級式＝はじめまして～人とつ
ながるコミュニケ―ションワー
ク～

新潟県レクリエーション協会理
事・小林秀夫さん

13
２学期制と家庭教育～学校と家
庭の連携をスムーズに～

新潟大学教育人間科学部教授・
齋藤勉さん

20
子どもに届く言葉がけ～心の安
全基地をつくるかかわり～

宮柊二記念館長・平澤憲一さん

27
館外学習～今に伝わるまちづく
りの思想をたずねて・米百俵め
ぐり～

健康生きがいづくりアドバイザ
ー・渡辺静江さん

10／４
若者を受け入れる企業の求めて
いる人材～求められる人材と家
庭教育の問題点～

ＭＡＸ・ＺＥＮパフォーマンス
コンサルタンツ代表取締役・丸
山結香さん

11
思春期相談の現場から～中・高
校生の性意識と大人の対応～

助産師・酒井由美子さん

18
子どもの「食」の問題と食育～
食育でつくる健康な体と心～

管理栄養士・山田チヨさん

25
館外学習～県立近代美術館で学
ぼう～

県立近代美術館学芸員

11／１
子どもも私も主役～充実した生
き方を考えよう～

思春期保健相談士・井上眞紀子
さん

８
閉級式＝私の学んだ事～これか
ら自分にできること～

長岡市社会教育指導員

国
際
文
化
課

39
・
２
２
５
１





は
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


中
央
図
書
館
文
化
講
座

日
時
＝
９
月
５
日

・
７
日

・

12
日

・
14
日

午
前
10
時
～
11

時
30
分

会
場
＝
中
央
図
書
館
２

階
講
堂

内
容
＝
新
潟
県
の
方
言
、

新
潟
弁
あ
れ
こ
れ
、
新
潟
弁
の
地

域
性
、
宮
尾
登
美
子
「
蔵
」
の
新

潟
弁
訳
、
雪
国
の
こ
と
ば
な
ど

講
師
＝
新
潟
大
学
名
誉
教
授
・
大

橋
勝
男
さ
ん

定
員
＝
１
９
０
人

（
先
着
）

申
電
話
、
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
図
書
館
で


映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
８
月
19
日

午

後
２
時
～
４
時
20
分
「
植
村
直
己

物
語
」（

年
日
本
）

②
８
月
22

日

午
後
２
時
～
４
時
「
群
衆
」

（

年
ア
メ
リ
カ
）
③
８
月
25
日


午
後
２
時
～
３
時
55
分
「
チ
ャ

ー
リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
（
日

本
語
吹
替
版
）」（

年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

定
員

＝
１
９
０
人
（
先
着
）


な
つ
の
お
は
な
し
会
チ
ビ
ッ
コ

タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
８
月
10
日

①
午
前
10
時

30
分
～
11
時
（
未
就
学
児
向
け
）

②
午
後
３
時
～
４
時
（
小
学
生
向

け
）
会
場
＝
①
お
は
な
し
の
へ
や

②
２
階
講
座
室
１

内
容
＝
夏
ら

し
い
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
工
作
な
ど

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


お
は
な
し
き
か
せ
て
夏
休
み

ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
８
月
６
日

午
後
２
時
～

４
時

会

場
＝
互
尊

文
庫
３
階

集
会
室

内
容
＝
紙

芝
居
、
ス

ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
、

工
作
な
ど


読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
８
月
25
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
鴨
長
明
著
「
方

丈
記
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●
む
か
ー
し
む
か
し
の
お
は
な
し

会語
り
部
「
み
し
ま
民
話
の
会
」

の
み
な
さ
ん
が
、
三
島
地
域
に
伝

わ
る
悲
恋
の
民
話
を
楽
し
い
寸
劇

と
大
型
紙
芝
居
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
後
２
時
～

３
時

会
場
＝
大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
和
室

演
目
＝
民
話

劇
「
白
蛇
け
や
き
」、
大
型
紙
芝
居

「
耳
の
あ
る
白
蛇
」

定
員
＝
１

０
０
人
（
先
着
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●
お
は
な
し
☆
お
は
な
し
夏
休
み

ス
ペ
シ
ャ
ル
「
む
か
し
あ
っ
た

て
ん
が
の
」

語
り
手
に
「
長
岡
民
話
の
会
」

を
迎
え
、
素
語
り
な
ど
で
長
岡
に

伝
わ
る
民
話
や
長
岡
の
方
言
を
楽

し
み
ま
す
。

日
時
＝
８
月
６
日

午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
第
３
・
４
和
室

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●
み
に
み
に
上
映
会

日
時
＝
８
月
20
日

午
後
３
時
～

３
時
40
分

内
容
＝
ま
ん
が
日
本

昔
話
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
・
馬

方
と
タ
ヌ
キ
」「
私
達
の
米
」


こ
ど
も
造
形
講
座

い
ず
れ
も
会
場
は
栃
尾
美
術
館

ア
ト
リ
エ
で
す
。

①
ガ
ラ
ス
絵
を
描
く

絵
の
具
の
重
ね
方
を
工
夫
し
た

透
明
ア
ク
リ
ル
板
の
額
絵
づ
く
り

を
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
後
１
時
～

３
時
30
分

講
師
＝
造
形
作
家
・

長
谷
部
昇
さ
ん

対
象
＝
小
・
中

学
生
（
小
学
１
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
ぞ
う
き
ん
、
汚
れ
て
も

よ
い
服

参
加
料
＝
５
０
０
円

申

８
月
４
日

～
14
日


②
コ
ッ
パ
ト
イ
de
ア
ー
ト

コ
ッ
パ
ト
イ
と
い
う
木
片
を
使

っ
て
造
形
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
20
日

午
後
１
時
～

３
時
30
分

講
師
＝
造
形
作
家
・

長
谷
部
昇
さ
ん

対
象
＝
幼
児
（
年

長
）
～
中
学
生
（
小
学
１
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
20

人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
木
工
用

ボ
ン
ド
ま
た
は
瞬
間
接
着
剤

参

加
料
＝
４
０
０
円

申
８
月
４
日


～
14
日


③
陶
芸
に
ち
ょ
う
せ
ん

皿
や
カ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
26
日

・
27
日

午

後
１
時
～
３
時
30
分

講
師
＝
陶

芸
家
・
佐
藤
陸
雄
さ
ん

対
象
＝

小
・
中
学
生
（
小
学
１
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
各
10

人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
ぞ
う
き

ん

参
加
料
＝
５
０
０
円

申
８

月
15
日

～
23
日



ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

日
時
＝
９
月
21
日

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

行
き
先
＝
中
野

邸
美
術
館
、
新
潟
市
新
津
美
術
館
、

県
立
植
物
園

集
合
＝
栃
尾
市
民

会
館
前

対
象
＝
高
校
生
以
上

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
３
、５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

申

８
月
15
日

～
９
月
３
日


（
月
曜
日
を
除
く
）
に
所
定
の
申

込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
栃
尾
美

術
館
へ
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中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８


32
・
０
６
６
４

lib
@
city.n

ag
aok

a.n
iig

ata.jp

互
尊
文
庫


35
・
７
９
８
１

西
地
域
図
書
館

27
・
４
９
０
０

南
地
域
図
書
館

30
・
３
５
０
１

北
地
域
図
書
館

22
・
７
１
０
０

栃
尾
美
術
館

53
・
６
３
０
０

８
月
は
無
休
で
開
園
し
ま
す
。

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

※
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
プ
レ

ゼ
ン
ツ
期
間
中
は
午
後
９
時
ま
で
。

入
園
料
＝
大
人
４
０
０
円
、
小
人

80
円
（
午
後
５
時
以
降
は
大
人
２

８
０
円
、
小
人
50
円
）

■
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ツ

園
内
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

彩
り
ま
す
。
大
道
芸
や
縁
日
ひ
ろ

ば
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！

日
時
＝
８
月
11
日

～
20
日

午

後
５
時
～
９
時

■
野
生
ゾ
ー
ン
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

①
夏
休
み
里
山
教
室

森
の
秘
密
基
地
づ
く
り

日
時
＝
８
月
26
日

午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
、
27
日

午

前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

対
象
＝
小
学

生
以
上

参
加
料
＝
５
０
０
円

②
里
山
案
内
人
養
成
講
座

「
人
の
暮
ら
し
と
生
き
も
の
た
ち
」

日
時
＝
９
月
３
日
～
24
日
の
毎
週

日
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

対
象
＝
高
校
生
以
上

参
加
料
＝

１
回
５
０
０
円

申
①
は
８
月
21
日

ま
で
に
②
は

８
月
28
日

ま
で
に
、
イ
ベ
ン
ト

事
務
局

47
・
８
０
５
０
へ

国
営
越
後
丘
陵
公
園

問

越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー


47
・
８
０
０
１

●
杉
本
鉞
子

え
つ

こ

資
料
里
帰
り
展

「
武
士
の
娘
」
な
ど
の
著
書
を

通
し
て
、
武
家
出
身
の
女
性
の
人

間
像
を
世
界
に
発
信
し
た
、
長
岡

出
身
の
女
流
作
家
・
杉
本
鉞
子
ゆ

か
り
の
資
料
を
初
公
開
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
29
日

～
９
月
24
日


（
月
曜
日
休
館
。
た
だ
し
、
８

月
14
日

と
９
月
18
日

は
開
館
。

９
月
19
日

は
休
館
）

開
館
時

間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

入

館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生

２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０

円
（
団
体
割
引
あ
り
）

☆
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
と
し

た
学
習
会
を
行
い
ま
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
29
日

、
８
月
５
日


・
12
日

・
19
日

、
９
月
９

日

の
午
後
２
時
～
３
時

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
園
料
＝
大
人
４
０
０
円

小
・

中
・
高
校
生
50
円
、
幼
児
無
料

●
カ
エ
ル
の
眠
ら
せ
方
教
室

日
時
＝
８
月
20
日

午
前
10
時
か

ら
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郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

雪
国
植
物
園

46
・
０
０
３
０

▲杉本鉞子と孫の
郁子

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し
の
最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で
で
す

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
作
品
発
表
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
営
利
を
目

的
と
し
な
い
各
種
の
活
動
の
場
と

し
て
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


小
林
武
夫
の
「
大
す
き
図
工
・

美
術
」
展

期
間
＝
８
月
９
日

～
21
日



写
友
け
や
き
写
真
展

期
間
＝
８
月
29
日

～
９
月
４
日



※
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
同

時
開
催


国
際
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
協
会
作
品
展

期
間
＝
９
月
６
日

～
10
日


イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か


大
手
通
商
店
街
神
輿

み
こ
し

展
示

期
間
＝
７
月
26
日

～
８
月
６
日



会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ

ー
長
岡
造
形
大
学
建
築
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
１
年
生
制
作
イ
ス
展

期
間
＝
８
月
22
日

～
27
日


会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

２
階
ロ
ビ
ー


Ｎ
Ｐ
Ｏ
虹
の
輪
交
流
会

「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
！
リ
ズ
ム

体
操
教
室
」

日
時
＝
８
月
25
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広

場
長
岡
平
和
セ
ン
タ
ー

原
爆
ぬ
り
絵
展

期
間
＝
８
月
29
日

～
９
月
７
日



会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー


市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会

ア
ジ
ア
映
画
祭
ポ
ス
タ
ー
展

期
間
＝
８
月
29
日

～
９
月
11
日



会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ

ー
長
岡
お
や
こ
劇
場

「
げ
き
じ
ょ
う
ま
つ
り
」

日
時
＝
９
月
９
日

午
後
１
時
～

４
時

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広

場ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５

交
流
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

は
、
一
部
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
私
は
ち
っ
ち
ゃ
な
芸
術
家
」

思
い
切
り
絵
の
具
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
８
月
23
日

午
前
11
時
か

ら
40
分
程
度

対
象
＝
１
歳
６
カ

月
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
20
組
（
先
着
）

持
ち
物

＝
汚
れ
て
も
良
い
服
、
タ
オ
ル

申

８
月
14
日

～
21
日



ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム
「
保
育
士
と
あ
ー
そ
ー

ぼ
！
」

リ
ズ
ム
遊
び
、
シ
ア
タ
ー
、
制

作
な
ど
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
30
日

、
９
月
６
日


午
前
11
時
か
ら
45
分
程
度


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
で
思
う
存
分
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
11
日

・
14
日

・

25
日

・
29
日

午
前
11
時
か
ら

１
時
間
程
度

対
象
＝
１
歳
未
満

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物

＝
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
の
パ

ス
ポ
ー
ト
（
初
め
て
の
人
は
当
日

お
渡
し
し
ま
す
）


子
育
て
相
談

随
時
保
育
士
が
子
育
て
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
や
子
ど
も
と
の
接

し
方
な
ど
、
相
談
員
や
保
育
士
が

一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分※
４
カ
月
未
満
児
計
測
の
定
員
は

15
人
。
８
月
14
日

～
22
日

に

要
予
約


フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ひ
ろ
ば
」

会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

の
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
だ
け
で
な
く
、

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。
直
接
会
場
へ
（
わ
い
わ
い

ル
ー
ム
）。

日
時
＝
９
月
５
日

午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

●
復
興
祈
念

東
京
「
神
田
神
輿
」

が
や
っ
て
来
る
！

日
時
＝
８
月
１
日

午
後
３
時
～

10
時
30
分

展
示
場
所
＝
１
階
ま

ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

※
２
日
は

大
手
通
り
に
繰
り
出
し
ま
す

9/7


31


8/24


期
日

子
ど
も
の
発
達
や

家
庭
内
の
困
り
ご

と 乳
幼
児
の
健
康

妊
婦
の
健
康
、
４

カ
月
未
満
児
計
測

内

容

家
庭
児
童

相
談
員

保
健
師

助
産
師

担

当
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各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
お
よ

び
市
立
劇
場
で
は
、
郵
送
に
よ
る

販
売
も
行
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学
４

年
生
～
高
校
生
で
す
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

な
お
、
申
し
込
み
に
所
定
の
申

込
書
が
必
要
な
場
合
は
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
に
あ
り
ま
す
。


市
民
企
画
公
募
型
事
業

①
ナ
ル
シ
ソ
・
メ
デ
ィ
ナ

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

日
時
＝
８
月
12
日

午
後
３
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

第
１
ス
タ
ジ
オ

料
金
＝
全
席
自

由
１
、５
０
０
円

出
演
＝
ナ
ル
シ

ソ
・
メ
デ
ィ
ナ
舞
踊
団

②
フ
ォ
ー
レ
in
長
岡
２
０
０
６

日
時
＝
８
月
19
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
自
由
１
、５
０
０
円

③
宮
川
彬
良
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ベ
ガ
２
０
０
６
「
君
に
と
ど
く

音
楽
の
手
紙
」

家
族
で
楽
し
め
る
室
内
楽
演
奏

会
で
す
。

日
時
＝
10
月
12
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
自
由
一
般
３
、０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
、５
０
０
円

出
演
＝
宮

川
彬
良
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
８
月
５
日

か

ら
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

記
念
事
業

①
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び
の
国
２
０
０

６期
日
は
い
ず
れ
も
８
月
27
日


☆
お
た
の
し
み
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

会
場

＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
全
館

☆
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
vol.
９

き
い
て
！
か

ん
じ
て
！
あ
そ
ん
じ
ゃ
お
う
！

「
仲
道
郁
代
と
た
の
し
い
音
の
せ

か
い
」

時
間
＝
午
後
４
時
30
分
か
ら

会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全
席
自
由

一
般
２
、０
０
０
円
、
中
学
生
以
下

１
、０
０
０
円
（
４
歳
か
ら
可
）

☆
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
う
た

っ
て

お
ど
っ
て

あ
そ
び
ま
し
ょ

う
」（
無
料
）

子
ど
も
と
一
緒
に
歌
い
な
が
ら

手
遊
び
を
し
た
り
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
見
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
25
日

午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ

講
師
＝

き
ら
き
ら
マ
マ
ク
ラ
ブ

対
象
＝

10
カ
月
～
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
30
組
程
度
（
抽
選
）

申

８
月
13
日

ま
で
に
、
所
定
の
申

込
書
で
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ

②
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館
記
念
日

特
別
公
演

中
村
紘
子
ト
ー
ク
＆

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
11
月
１
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
指
定
４
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト

発
売
＝
８
月
19
日

か
ら

青
少

年
招
待
＝
50
人
（
申
８
月
19
日


～
９
月
９
日

必
着
で
）

③
リ
リ
ッ
ク
楽
器
シ
リ
ー
ズ
vol.
５

上
松
美
香
ア
ル
パ
・
コ
ン
サ
ー

トA
u
tu
m
n
C
o
n
cert

２
０
０

６
日
時
＝
11
月
２
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
指
定
２
、０
０
０
円

出
演
＝
ア

ル
パ
…
上
松
美
香
ほ
か

チ
ケ
ッ

ト
発
売
＝
８
月
５
日

か
ら

青

少
年
招
待
＝
１
０
０
人
（
申
８
月

５
日

～
９
月
５
日

必
着
で
）


吉
本
新
喜
劇
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
２
０
０
６

日
時
＝
９
月
10
日

①
午
後
０
時

30
分
か
ら
②
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝
全
席

指
定
Ｓ
席
５
、０
０
０
円
、
Ａ
席
４
、

０
０
０
円

出
演
＝
オ
ー
ル
阪
神

巨
人
、
大
木
こ
だ
ま
ひ
び
き

ほ

か
リ
リ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ

ー
ト
vol.
７

弦
楽
四
重
奏
サ
ロ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
９
月
26
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

ホ
ワ
イ
エ

料
金
＝
全
席
自
由
１
、

５
０
０
円
（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付

き
）

定
員
＝
１
０
０
人

出
演

＝
バ
イ
オ
リ
ン
…
大
森
潤
子
・
村

越
麻
希
子
ほ
か

曲
目
＝
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
／
弦
楽
四
重
奏
曲
第
14
番

ト
長
調
Ｋ
．
３
８
７
ほ
か

チ
ケ

ッ
ト
発
売
＝
８
月
19
日

か
ら

（
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
市
立
劇
場

で
の
み
販
売
）


長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・
合
併

記
念
事
業


長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
設
立
10
周
年
記
念

事
業

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

『
讃
歌
』
演
奏
会

日
時
＝
11
月
19
日

午
後
２
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料

金
＝
全
席
指
定
Ｓ
席
５
、０
０
０
円
、

Ａ
席
４
、０
０
０
円

音
楽
監
督
・

指
揮
＝
船
橋
洋
介

ソ
リ
ス
ト
＝

ソ
プ
ラ
ノ
・
釜
洞
祐
子
ほ
か

フ

ル
ー
ト
ソ
リ
ス
ト
＝
小
山
裕
幾

管
弦
楽
＝
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団

合
唱
＝
長
岡
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
合
唱
団
ほ
か

バ
ン
ダ

＝
長
岡
高
校
吹
奏
楽
部

曲
目
＝

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
／
交
響
曲
第

２
番
変
ロ
長
調
「
讃
歌
」
作
品
52

ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
８
月
12

日

か
ら

青
少
年
招
待
＝
Ａ
席

50
人
（
申
８
月
12
日

～
31
日


必
着
で
）


６
代
目
柳
家
小
さ
ん
襲
名
披
露

公
演

日
時
＝
11
月
23
日

午
後
３
時
か

ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝

全
席
指
定
３
、８
０
０
円

出
演
＝

柳
家
小
さ
ん
、
鈴
々
舎
馬

れ
い
れ
い
し
ゃ
ば

風ふ
う

、
柳

家
花
緑

か
ろ
く

ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝

８
月
31
日

か
ら

青
少
年
招
待

＝
50
人
（
申
８
月
31
日

～
９
月

25
日

必
着
で
）


平
成
19
年
度
市
民
企
画
公
募
型

事
業
募
集
（
選
考
あ
り
）

市
民
が
自
主
的
に
企
画
し
た
事

業
を
、
財
団
の
自
主
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
19
年
度
に
実
施
ま
た

は
着
手
す
る
事
業

申
９
月
30
日


ま
で

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド

29
・
７
７
１
５

▲中村紘子さん

市主催・共催事業

■テレビ番組「笑点」公開収録観覧者募集（無料）

収録日＝９月30日 会場＝市立劇場 応募方法＝はが

きに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、希望人数

を記入し、〒940－0033長岡市今朝白１の８の18長岡ＤＮ

ビル６階Tenyテレビ新潟長岡支社「笑点」係へ 申込み

はがきは１人１通までとし

ます。はがき１枚で２人ま

で入場できます。抽選のう

え、当選者に「入場券２枚」

をお送りします。

応募締切＝８月18日（当

日消印有効）問TeNYテレ

ビ新潟長岡支社0258・36・5111（平日午前９時30分～

午後６時）

■笑いをカタチに ユーモアポスターデザイン展関連事業

「おもしろ和菓子デザインコンテスト」イラスト募集！

夏休みにチャレンジ！ユーモアたっぷりの和菓子のデ

ザインを募集します。入賞作品（20点）は菓子職人が本

物の和菓子にしてプレゼントします。長岡デザインフェ

ア（10月14日・15日開催）の会場で展示します。

応募資格＝市内の小・中学生 応募方法＝８月31日ま

でに、はがきに、住所、氏名、学年、電話番号、和菓子

の簡単なデザイン画（必要であれば説明も）および作品

名を記入し、〒940－2088長岡市宮関町197 長岡造形大

学総務課21・3311へ

※デザインの権利は、長岡デザインフェア2006に帰属

協賛事業

■ふるさとの風景展～四季の彩り～（無料）

地元作家100人が「ふるさと風景」をテーマに描いた絵

画、写真作品100点を展示します。

日時＝８月10日～12日午前10時～午後７時、13日

・14日午前10時～午後６時、15日午前10時～午後４

時 会場＝長岡大和６階催事ホール 問新潟日報社長岡

支社34・9662

■チェン・ミン・ディナーライブ

注目の二胡奏者「チェン・ミン」

を迎えてのディナーライブです。

日時＝９月１日午後６時30分～９

時30分 会場＝長岡グランドホテル

２階悠久の間 料金＝15,000円 問

長岡グランドホテル33・2111

市民企画実施事業

■DreamCanBus～夢を乗せて地域をつなごう～

子どもたちがペイントしたバスが街を走ります。

運行日＝８月７日～９月23日 問長岡青年会議所

DreamCanBusプロジェクト・早川さん34・0069

■長岡民話百物語（無料）

長岡に古くから伝わる民話百話を３日間で語ります。

日時＝８月26日・27日午後１時30分～５時、28日

午後４時～７時 会場＝市民センター地下イベント広場 問

長岡民話の会・安部さん34・5240

■市制100周年記念切手フェスティバル（無料）

日時＝８月25日～27日午前９時30分～午後９時（27

日は午後４時まで） 会場＝イトーヨーカドー丸大７階

ホール 問ながおか郵趣会・大森さん33・3575

■ふれあいバレーボール教室（無料）

ＶリーグＮＥＣを迎え、バレーボールを楽しみます。

日時＝９月２日午前９時から 会場＝みしま体育館 問

㈱プラスパー・トム内長岡をバレーボールで熱くする会

31・7106

■新長岡市再発見の旅～人とのふれ合い！自然とのふ

れ合い！～（無料）

自然の素晴らしさや人の温もりにふれる旅です。

日時＝９月３日午前８時30分長岡駅出発 行程＝長岡

駅→野積海岸→朝日山展望台→大河津分水資料館→長岡

駅 定員＝50人（先着） 問・申市民センター１階「地

球広場」39・2714

■長岡花火写真展出品作品募集

長岡花火および長岡の風土を題材とした写真作品を募

集します。応募規程、応募方法など、詳しくはたつまき

堂（表町２）内長岡ピースコンサート事務局31・4404

にお問い合わせください。

■楽しんで学ぼう「ゆめ百俵塾」

小学生を対象とした楽しい授業です。

日時＝９月24日午前10時～午後２時 会場＝ホテルニ

ューオータニ長岡 内容＝川畠成道コンサート、米村で

んじろうプロダクションのサイエンスショーほか 申８

月31日までに、往復はがきの往信の裏に、ゆめ百俵塾

希望、参加希望者全員の氏名、住所、年齢、返信の表に

住所、氏名を記入し、〒940－1151三和３の123の15社長

岡青年会議所34・0069へ
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市制100周年・合併記念事業のお知らせ

これまで応募いただいた市民企画実施事業の承認件数は、合計45件になりました。記念事業は来年３月まで続きま
す。これからも楽しい催しが盛りだくさん。詳細については、市制100周年・合併記念事業イベントガイドブック
またはホームページ（http://nagaoka100.jp）をご覧ください。



●
国
体
開
催
種
目
チ
ビ
ッ
コ
体
験

教
室
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ヌ
ー
２
０

０
６
第
２
弾

国
体
の
長
岡
開
催
種
目
の
カ
ヌ

ー
体
験
教
室
を
三
条
市
下
田
の
ダ

ム
湖
で
開
催
し
ま
す
。
大
自
然
の

中
で
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
三
条
市
下
田

大
谷
ダ
ム
（
現
地
集
合
）

対
象

＝
小
学
４
年
生
以
上

定
員
＝
50

組
（
先
着
。
児
童
１
人
に
つ
き
保

護
者
１
人
の
申
し
込
み
が
必
要
）

持
ち
物
＝
ぬ
れ
て
も
い
い
服
装

（
水
に
入
り
ま
す
）、
タ
オ
ル
、
昼

食

参
加
料
＝
１
組
１
、０
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

申
８
月
16
日


ま
で
に
国
体
推
進
室

32
・
６

１
０
９
、

39
・
２
２
５
７
、
Ｅ

メ
ー
ルk

ok
u
tai@

city.n
ag

aok

a.lg
.jp

●
長
岡
市
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

テ
ニ
ス
大
会

日
時
＝
８
月
26
日

午
前
９
時
～

午
後
５
時
、
27
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場
＝
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場

種
目
＝
北
信
越
５
県
の

国
体
代
表
少
年
男
子
・
女
子
チ
ー

ム
と
長
岡
市
選
抜
少
年
男
子
・
女

子
チ
ー
ム
に
よ
る
チ
ー
ム
対
抗
リ

ー
グ
戦

●初心者「キッズ飛び込みチャレンジ大会」（無料）
日時＝８月12日午前９時～午後３時 会場＝悠久山屋
外飛び込みプール 内容＝①５ｍ②7.5ｍ③10ｍ（足から
でも可） 対象＝小・中学生 申長岡市体育協会へ

●中学生テニス教室（第２期）
日時＝８月22日～11月30日の毎週火・木曜日午後７時～
９時 会場＝希望が丘テニス場 定員＝30人程度（抽選）
参加料＝10,000円（初回に） 申往復はがきに教室名、
電話番号、住所、氏名、学校名、学年、生年月日、保護
者名、返信先を記入し、８月15日までに〒940－1106宮
内４の６の36長岡市テニス協会・石原法男さん29・1489
へ

●初心者弓道教室
コース＝①親子弓道教室②初心者弓道教室 日時＝８月
22日～10月７日の火・木・土曜日午後７時～８時30
分（10月10日の市民体育祭弓道大会にも参加） 会場
＝市民体育館弓道場 対象と定員＝①中学生とその保護
者５組程度（先着）②初心者20人（抽選） 参加料＝①
１組7,000円②１人5,000円 申８月20日までに長岡市
弓道連盟・武樋さん090・8944・1692へ 説明会＝８月
21日午後７時から市民体育館弓道場で

●市民テニス教室（９月コース）
日時＝９月１日～15日の火・金曜日午後７時～９時 会
場＝希望が丘テニス場 定員＝45人（抽選） 参加料＝
4,000円（初回に） 申往復はがきに電話番号、住所、氏
名、経験年数、返信先を記入し、８月19日までに〒940
－0097山田１の４の14棚橋義孝さんへ

●ジュニア初心者アーチェリー教室
日時＝９月５日～26日の毎週火曜日午後７時45分～９時
15分 会場＝南部体育館グリーンフロア 参加料＝2,500
円（当日に） 申長岡市体育協会へ

●市民体育祭太極拳フェスティバル
日時＝９月10日午前９時30分から 会場＝北部体育館
内容＝午前…講習会（入門、24式ほか）、午後…講習会（午
前の続き）、表演および参加者による演武 参加料＝500
円（当日に。中学生以下無料） 申９月８日までに
長岡市体育協会へ

●市民体育祭テニス大会
期日＝９月10日ダブルス…一般男子・女子Ｃクラス、
35歳以上男子、45歳以上男子、40歳以上女子、17日ダ
ブルス…一般男子・女子Ｂクラス、18日ダブルス…一
般男子・女子Ａクラス、55歳以上男子、50歳以上女子、
シングルス…中学生男子・女子、小学生男子・女子 会
場＝希望が丘テニス場 参加料＝ダブルス一般・大学生
１組2,500円、小・中・高校生１組2,000円、ジュニアシ
ングルス１人1,500円（当日に。不参加の場合も必要）
申８月18日までに各体育館にある申込書に記入し、希
望が丘テニス場・29・1489へ

●ソフトボール長岡市長杯・議長杯大会
期日＝９月17日・24日 会場＝河川公園ソフトボー
ル場ほか 参加費＝１チーム8,000円（抽選会時に） 申

市内各体育館にある申込書に記入し、９月６日までに
〒940－0027西蔵王１の６の６長岡市ソフトボール協会・
原田正さんへ郵送または35・2656で 抽選会＝９月13
日午後７時から市民体育館で

●市民体育祭陸上大会
日時＝９月17日午前８時20分から 会場＝陸上競技場
参加料＝１種目につき一般1,000円、高校生700円、中学
生500円、小学生300円、リレー１チーム1,000円 申８月
18日までに参加料を添えて長岡市体育協会へ

●市民体育祭卓球大会
日時＝９月17日 中学２年生以下…午前９時から、中
学３年生以上…正午から 会場＝市民体育館 参加料＝
一般700円、高校生500円、中学生以下350円（当日に）
申９月４日までに各体育館にある申込書に記入し、中
学生の部は東中学校Ｅメールj01higa＠kome100.ne.jpへ。
その他は長岡市体育協会34・2808へ

●市民体育祭ゲートボール大会
日時＝９月20日午前８時から（小雨決行） 会場＝陸
上競技場 参加資格＝長岡地域に居住または勤務する人
編成＝１チーム５～８人 参加料＝１チーム2,000円 申

８月20日までに各体育館にある申込書に記入し〒940－
0038琴平２の２の11栗林栄司さんへ郵送 問長岡市ゲー
トボール連盟37・5928
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長岡市体育協会（市民体育館内）34・2130と加盟団体の催し

健康づくり体験教室
けんこつ体操やピラティスで楽しく体を動かします。

日時＝①９月13日②９月20日③９月27日午前10時～11時 会
場＝サンライフ長岡 対象＝おおむね55歳以上の人 定員＝20人
（先着） 参加料＝各回500円 申サンライフ長岡36・7200

国
体
推
進
室

32
・
６
１
０
９

●
長
岡
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

と
お
盆
期
間
中
の
、
体
育
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
開
館

（
場
）
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

８
月
１
日

～
４
日

、
13
日


～
16
日

は
、
長
岡
地
域
の
体

育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を

午
後
５
時
に
閉
館
（
場
）
し
ま
す
。

対
象
施
設
＝
体
育
館
全
館
（
み
し

ま
体
育
館
は
８
月
１
日
～
４
日
・

13
日
の
み
、
厚
生
会
館
は
８
月
13

日
～
16
日
の
み
）、
悠
久
山
プ
ー
ル
、

希
望
が
丘
プ
ー
ル
、
悠
久
山
野
球

場
、
河
川
敷
運
動
施
設
、
希
望
が

丘
テ
ニ
ス
場
、
東
山
テ
ニ
ス
場
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
い
こ
い
の
広
場
、

乙
吉
運
動
広
場

●
厚
生
会
館
と
乙
吉
運
動
広
場
の

使
用
料
変
更
の
お
知
ら
せ

９
月
１
日
か
ら
１
時
間
単
位
の

使
用
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

使
用
料
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

☆
厚
生
会
館
（
１
時
間
あ
た
り
）

☆
乙
吉
運
動
広
場
（
多
目
的
球
場
）

１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円
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①中村真衣・公開座談会～世界で戦う競技者として～
（無料）

日時＝８月12日午後６時～７時30分
会場＝ホテルニューオータニ長岡ＮＣホ
ール 出演＝シドニーオリンピック競泳
銀メダリスト・中村真衣さん、2005競泳
世界選手権出場・山田渥美さん、2005ユ
ニバーシアード大会競泳入賞・押味正恵
さん 定員＝400人（先着）

②国体開催正式決定記念スポーツ講演会
「トキめき新潟国体の成功に向けて」（無料）

日時＝８月24日午後６時～７時30分
会場＝長岡グランドホテル悠久の間 講
師＝能代工業高校バスケットボール部前
監督・加藤廣志さん 定員＝300人（先着）

◇ ◇
申①は８月10日までに、②は８月21日
までに、住所、氏名、電話番号を長
岡市体育協会34・2130、34・2808、Ｅメールinfo@n-
taikyo.or.jpへ電話またはファクス、Ｅメールで

▲加藤廣志さん▲中村真衣さん

トキめき新潟国体マスコット
キャラクター「トッキッキ」

女
子
更
衣
室

男
子
更
衣
室

第
２
小
ホ
ー
ル

第
１
小
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル（
半
面
）

大
ホ
ー
ル（
全
面
）

１
５
０
円

１
５
０
円

８
０
０
円

８
０
０
円

１
、６
０
０
円

３
、２
５
０
円

６
、５
０
０
円

スポーツ教室のご案内 問・申長岡市体育協会34・2130

〈初回に持参するもの〉
持ち物＝運動のできる服装、内履き、タオル、顔写真１枚（縦４㎝×横３㎝、裏に氏名を記入）
参加料＝一括9,000円、分割5,000円（９月～12月）、4,000円（１月～３月）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。
※いつでも見学できます。

体育館名 厚生会館 市民体育館

教室名 若返りクラブ 婦人クラブ 市民クラブ
マスターズ レディース

月曜日コース 木曜日コース 火曜日コース 金曜日コース

対象
おおむね55歳
以上の男女

女性 成年男女 おおむね55歳以上の男女 女性

募集定員
（先着）

10人 15人 30人 37人 40人 23人 24人

期間
9月6日～来年3
月の毎週水曜日

9月7日～来年3月の毎週木曜日
9月4日～来年3
月の毎週月曜日

9月7日～来年3
月の毎週木曜日

9月5日～来年3
月の毎週火曜日

9月1日～来年3
月の毎週金曜日

時間 13:30～15:15 10:00～12:00 18:30～20:30 13:30～15:00 10:00～１１:３０

内容
・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュースポーツ（ソフトバレーボー
ル、卓球、バドミントン、ラケットテニスなど）

・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュースポーツ
（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、ラケットテニスなど）

申し込み
8月22日午前9時から電話で長岡市体育協会
34・2130へ

8月23日午前9時から電話で長岡市体育協会34・2130へ

体育館名 南部体育館 みしま体育館 北部体育館

教室名 婦人スポーツクラブ
マスターズ

スポーツクラブ
マスターズ

スポーツクラブ
婦人コース マスターズコース 一般コース

対象 女性 おおむね55歳以上
の男女

おおむね55歳以上
の男女

女性 おおむね55歳以上
の男女

一般

募集定員
（先着）

20人 20人 25人 25人 30人 30人

期間
9月4日～来年3月の毎週
月曜日（9月4日は市民
体育館で）

9月6日～来年3月の
毎週水曜日

9月5日～来年3月の
毎週火曜日

9月6日～来年3月の毎週水曜日

時間 10:00～11:30 13:30～15:00 10:00～11:30 10:00～12:00 13:30～15:00 19:00～21:00

内容 各種体操、各種軽スポーツ、ニュースポーツ（ソフトバレー
ボール、卓球、バドミントン、ラケットテニスなど）

各種体操、各種軽スポーツ、ニュースポーツ（ソフトバレー
ボール、卓球、バドミントン、ラケットテニスなど）

申し込み 8月24日午前９時から電話で 8月21日から電話で 8月25日午前9時から電話で

※厚生会館には駐車場がありません。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７




あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

健
診
の
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る

食
事
な
ど
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養

士
と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
８
月
９
日

、
９
月
20
日


い
ず
れ
も
午
後
１
時
15
分
～
３

時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定

員
＝
各
回
４
人
（
先
着
）

申
各

相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
で


は
た
ら
く
世
代
の
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
公
開
講
座（
無
料
）

男
性
更
年
期
障
害
を
テ
ー
マ
に

働
き
盛
り
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
講
座
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
４
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

内
容
＝
講
演

「
男
も
つ
ら
い
よ
男
性
更
年
期
障

害
」
～
は
た
ら
く
世
代
が
考
え
る
、

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

～

講
師
＝
大
阪
大
学
大
学
院
助

教
授
・
石
蔵
文
信
さ
ん

問
県
長

岡
地
域
振
興
局
地
域
保
健
課

33

・
４
９
３
１


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル
（
無
料
）

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時
＝
９
月
15
日

午
後
６
時
45

分
～
８
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

内
容
＝
沐
浴
実
習
、
助

産
師
や
保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供

対
象
＝
妊
婦
と
配
偶
者

持
ち
物

＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

沐
浴
実
習
用
タ
オ
ル
、
ぬ
れ
た
タ

オ
ル
を
入
れ
る
袋

定
員
＝
35
組

（
先
着
）

申
８
月
15
日

か
ら

●
認
知
症
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ

支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る
家

族
が
外
出
す
る
と
き
や
介
護
の
疲

れ
で
休
養
が
必
要
な
と
き
に
、
研

修
を
受
け
た
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
」

が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
見
守
り

や
話
し
相
手
を
し
ま
す
。
直
接
、

体
に
触
れ
る
介
護
は
行
い
ま
せ
ん
。

事
前
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
訪

問
し
希
望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

対
象
者
＝
認
知
症
の
症
状
が
あ
り
、

介
護
保
険
で
要
支
援
１
・
２
、
要

介
護
１
・
２
の
い
ず
れ
か
の
認
定

を
受
け
た
人
、
ま
た
は
同
程
度
の

人

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４

時
の
時
間
帯
に
最
少
２
時
間
、
最

大
４
時
間
、
か
つ
週
８
時
間
ま
で

利
用
可
能

利
用
料
＝
１
時
間
１

０
０
円

申
介
護
予
防
推
進
室
へ
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282,829人
（＋34）

138,320人
（＋27）

144,509人
（＋7）

96,048世帯
（＋88）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.7.1（前月比）

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

健
康
課


32
・
５
０
０
０

▲沐浴の説明を真剣に聴く
参加者のみなさん（５月の
パパママサークルで）

親子・幼年体育教室 問長岡市体育協会34・2130

申８月31日（必着）までに往復はがきに①希望の体育館名②教室名・曜日③参加者名（ふりがなも）④郵便番号⑤住
所⑥電話番号⑦生年月日⑧返信先を記入し、〒940－0041学校町１の２の１市民体育館内長岡市体育協会へ（はがき１
枚につき１組。多数の場合は抽選し、結果を９月１日ころ発送します）

体育館名 市民体育館 南部体育館

教室名

親子体育教室 幼年体育教室 親子体育教室

めばえ ひよこ つばさ めばえ ひよこ

火曜日コース 金曜日コース 水曜日コース 木曜日コース 火曜日コース 木曜日コース 水曜日コース

対象
平成15年4月2日～平成
16年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

平成12年4月2日～平成
15年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

小学校1～3年生 平成15年4月2日～平成16年4月1日
に生まれた子どもとその保護者

平成12年4月2日～平成
15年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

募集定員 16組 12組 10人 7人 7組 10組 21組

期間 9月12日～来年
3月の毎週火曜日

9月15日～来年
3月の毎週金曜日

9月13日～来年
3月の毎週水曜日

9月14日～来年
3月の毎週木曜日

9月19日～来年
3月の毎週火曜日

9月21日～来年
3月の毎週木曜日

9月27日～来年
3月の毎週水曜日

時間 13:30～14:30 16:00～17:00 16:00～17:00 10:30～11:30 16:00～17:00

内容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げ
るなどの発達段階に応じた基礎運動。ボー
ルやマットを使った運動、リズム体操など。

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの
発達段階に応じた基礎運動。
ボールやマットを使った運動、リズム体操など。

参加料 5,000円×2回払い（体育館使用料込み） 4,000円×2回払い（体育館使用料込み） 5,000円×２回払い（体育館使用料込み）

体育館名 北部体育館 みしま体育館

教室名
親子体育教室 親子体育教室 幼年体育教室

めばえ ひよこ めばえ ひよこ つばさ

対象
平成15年4月2日～平成
16年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

平成12年4月2日～平成
15年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

平成15年4月2日～平成
16年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

平成12年4月2日～平成
15年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

小学校1～3年生

募集定員
（先着）

4組 7組 10組 11組 16人

期間
9月21日～来年3月の毎週

木曜日
9月22日～来年3月の毎週

金曜日
9月13日～来年3月の毎週

水曜日
9月14日～来年3月の毎週

木曜日
9月15日～来年3月の毎週

金曜日

時間 10:30～11:30 16:00～17:00 10:30～11:30 16:30～17:30 16:30～17:30

内容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使
った運動、リズム体操など。

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

参加料 5,000円×2回払い（体育館使用料込み）
4,000×2回払い（体育
館使用料込み）


こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
を

な
く
そ
う
よ
講
座
（
無
料
）

精
神
に
障
害
の
あ
る
人
が
抱
え

る
困
難
を
理
解
し
、
地
域
で
支
え

あ
う
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。

会
場
＝
市
立
劇
場
、
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
ほ
か

対
象
＝
精
神
保
健

福
祉
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
＝

９
月
27
日

の
午
前
の
部
の
み
先

着
30
人
（
ほ
か
は
定
員
な
し
）

申
８
月
14
日

～
９
月
８
日

に

福
祉
相
談
課
へ


こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
29
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂

定
員
＝
１
９
０
人

（
先
着
）

内
容
＝
講
演
「
不
登

校
・
ひ
き
こ
も
り
：
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
」
～
今
い
る
と
こ
ろ
を
動
か

な
い
人
、
動
け
な
い
人
が
い
る
～

講
師
＝
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
い
が

た
代
表
・
蛯
原
勝
さ
ん

●
新
潟
県
消
防
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

長
岡
市
消
防
団
の
４
チ
ー
ム
を

含
め
県
内
27
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、

消
火
活
動
の
基
本
動
作
の
正
確
さ

や
時
間
を
競
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
６
日

午
前
11
時
10

分
～
午
後
４
時
30
分

会
場
＝
長

岡
工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
市
役

所
隣
）

競
技
＝
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

問
消
防
本
部
警
防
課

35
・
２
１

６
９

●
平
成
19
年
度
小
学
校
入
学

予
定
者
の
健
康
診
断

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
、
市

内
の
各
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

あ
て
に
は
「
健
康
診
断
の
お
知
ら

せ
」
を
は
が
き
で
８
月
下
旬
に
お

届
け
し
ま
す
。
９
月
４
日

ま
で

に
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
健
康
診
断
の
実
施
日
に

住
民
票
が
あ
る
学
区
の
小
学
校
で

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
原
則
と

し
ま
す
が
、
転
居
予
定
な
ど
の
場

合
に
は
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
入
学
予
定
校
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
学
務
課

39
・
２
２
３
９

●
戦
没
者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

満
州
事
変
（
昭
和
６
年
９
月
18

日
）
以
後
の
戦
没
者
な
ど
の
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
人
が
い
な
い
、
次
の
①
～

③
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
遺
族
（
１
人
）
に
、
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
第
６
回
ま
た
は
第
７
回
の
特
別

弔
慰
金
を
受
け
た
人

②
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
「
遺
族
年
金
等
の
受
給
者
」
が

死
亡
し
た
遺
族

③
①
ま
た
は
②
の
人
が
失
権
し
た

場
合
は
戦
没
者
の
ほ
か
の
遺
族

支
給
内
容
＝
戦
没
者
１
人
に
つ
き
、

10
年
償
還
で
無
利
子
の
国
債
40
万

円
が
、
遺
族
の
う
ち
の
１
人
に
支

給
さ
れ
ま
す

請
求
期
限
＝
平
成

20
年
３
月
31
日

ま
で
（
平
成
17

年
４
月
以
降
に
手
続
き
し
た
人
は
、

請
求
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）

※
国
・
県
で
の
審
査
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
す
で
に
請
求
し
た
人
に
は

国
債
が
市
に
届
き
次
第
、
ご
連
絡

し
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課

39
・
２
２
１
７

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

●
市
街
地
再
開
発
事
業
の
決
定
お

よ
び
高
度
利
用
地
区
の
変
更
案

の
縦
覧
に
つ
い
て

大
手
通
中
央
東
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
決

定
お
よ
び
高
度
利
用
地
区
の
変
更

案
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間
＝
８
月
28
日

～
９
月
11
日



会
場
・
問
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
５
階
ま
ち
な
か
活
性
課


39
・
２
８
０
７

●
油
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

食
用
油
に
よ
り
、
下
水
管
や
ポ

ン
プ
、
処
理
施
設
に
障
害
が
起
き

て
い
ま
す
。

廃
油
は
、
紙
に
し
み
込
ま
せ
る

か
凝
固
剤
で
固
め
て
、「
燃
や
す
ゴ

ミ
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
食
器

や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
油
脂
を

紙
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
え
ば
、

下
水
道
施
設
の
保
全
だ
け
で
な
く

水
や
洗
剤
の
節
約
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
管
理
課

39
・
２
２
３

５
ま
た
は
長
岡
中
央
浄
化
セ
ン
タ

ー

24
・
１
６
４
６
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福
祉
相
談
課


39
・
２
２
１
８

27 20 9/12 日

時
午後1時
～3時30分

午前9時30
分～正午

午後1時～
３時30分

午前10時
～正午

午後1時
～３時30分

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

障
害
の
あ
る
人
が
働
く

施
設
の
見
学

障
害
者
の
生
活
の
し
づ

ら
さ
に
つ
い
て
知
ろ
う

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
・

摂
食
障
害
を
知
ろ
う

統
合
失
調
症
（
精
神
分

裂
病
）
と
う
つ
病
を
知

ろ
う

内

容

▲ポンプ車操法の部に出場する栃尾消防団
（６月11日・長岡市消防団ポンプ操法競技会）

信信濃濃川川左左岸岸（（長長生生橋橋～～大大手手大大橋橋間間））のの
堤堤防防ががよよりり利利用用ししややすすくくななりりままししたた

散歩や長岡まつり大花火大会の観覧席として利用さ
れている長生橋～大手大橋間の信濃川堤防の傾斜を緩
やかにして、堤防上部の幅を約２倍に広げる工事が完
了し、より利用しやすくなりました。
今後、大手大橋から長岡大橋のたもとの「千秋が原

ふるさとの森」までの堤防上部の幅を広げ、堤防上に
桜並木と散策路を設け、隣地に千秋が原南公園（仮称）
を整備します。

問信濃川河川事務所調査第一課32・3243、
長岡市公園緑地課39・2230



●
全
市
域
で
10
月
１
日
か
ら
景
観

影
響
行
為
（
大
規
模
な
建
築
）

を
行
う
場
合
、
事
前
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す

①
都
市
景
観
基
本
計
画
と
届
出
制

度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

時
間
＝
①
午
後
２
時
～
３
時
30
分

②
～
④
午
後
７
時
～
８
時
30
分

②
事
前
届
出
が
必
要
な
行
為

・
建
築
物
＝
延
べ
面
積
が
５
０
０

㎡
を
超
え
る
も
の
、
高
さ
が
15

ｍ
を
超
え
る
も
の
な
ど

・
工
作
物
＝
築
造
面
積
が
２
、
０

０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
、
高
さ

が
15
ｍ
を
超
え
る
も
の
な
ど

・
広
告
物
＝
表
示
面
積
が
30
㎡
を

超
え
る
も
の
、
高
さ
が
15
ｍ
を

超
え
る
も
の

・
土
地
の
形
質
変
更
＝
面
積
が
３
、

０
０
０
㎡
以
上
の
も
の
、
高
さ

が
６
ｍ
か
つ
長
さ
が
10
ｍ
を
超

え
る
の
り
面
ま
た
は
擁
壁

よ
う
へ
き

が
生

じ
る
も
の

問
都
市
計
画
課

39
・
２
２
２
５

●
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業

傾
斜
が
30
度
を
超
え
、
か
つ
高

さ
が
５
ｍ
を
超
え
る
が
け
付
近
に

建
ち
、
昭
和
47
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
、
ま
た
は
災

害
危
険
区
域
指
定
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
を
安
全
な
場
所
に
移
転

す
る
人
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
で
す
。

平
成
19
年
度
に
こ
の
補
助
を
希

望
す
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
９
月
20
日

ま
で
に
、
建
築
住

宅
課

39
・
２
２
６
５
ま
た
は
各

支
所
の
建
設
課
（
中
之
島
支
所
を

除
く
）
へ

●
家
庭
ご
み
用
指
定
袋
助
成
制
度

の
申
請
手
続
き
を
お
急
ぎ
く
だ

さ
い

長
岡
・
越
路
・
三
島
の
各
地
域

で
、
４
月
か
ら
家
庭
ご
み
用
指
定

袋
助
成
事
業
の
助
成
対
象
を
２
歳

未
満
児
か
ら
３
歳
未
満
児
へ
拡
大

し
ま
し
た
。

指
定
袋
の
追
加
交
付
対
象
者
に

は
、
５
月
に
申
請
書
を
送
付
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
人
は
、
早
急
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

●
一
般
企
業
の
農
業
参
入
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催

農
家
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手

不
足
や
農
地
の
耕
作
放
棄
に
対
応

す
る
た
め
、
市
町
村
が
地
域
指
定

し
た
農
地
へ
の
企
業
の
農
業
参
入

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
す

る
企
業
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
８
日

午
後
６
時
～

７
時

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農

業
セ
ン
タ
ー

申
８
月
７
日

ま

で
に
農
政
課

39
・
２
２
２
３
へ

●
特
別
障
害
者
手
当
を
ご
存
じ
で

す
か

特
別
障
害
者
手
当
は
、
在
宅
で
、

寝
た
き
り
や
重
い
認
知
症
な
ど
常

時
介
護
が
必
要
な
最
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
20

歳
未
満
の
重
度
障
害
児
に
は
別
に

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
制
度
が

あ
り
ま
す
）。

手
当
月
額
（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）
＝
特
別
障
害
者
手
当
２
６
、４

４
０
円
、
障
害
児
福
祉
手
当
１
４
、

３
８
０
円

問
福
祉
相
談
課

39

・
２
２
１
８

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ

で
す
か

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
在
宅

で
心
身
に
一
定
の
障
害
を
持
つ
児

童
（
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い

る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

問
福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
な
ど
の
自
立
を
助
け
る
こ
と
を
目
的

に
支
給
す
る
手
当
で
す
。
次
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
請
求
ま
た

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
次
の
①
～
⑦
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
ま
で
、
た
だ
し
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳

ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者
で
、
母
子
と
も
に
公
的

年
金
の
給
付
や
遺
族
補
償
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
人

①
父
母
が
離
婚
し
た
母
子
世
帯

②
父
が
死
亡

③
父
が
重
度
の
障
害
者

④
父
が
生
死
不
明

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生

◇
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

現
況
届
は
、
受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
状
況
と
８
月
１
日
現
在

の
対
象
児
童
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
届
出
期
間
…
８
月
10
日

～
23
日


・
届
出
場
所
…
市
役
所
本
庁
２
階
福
祉
相
談
課
相
談
窓
口
ま
た
は

各
支
所
保
健
福
祉
課

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

問
国
保
医
療
課

39
・
２
２
２
０

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
は
、
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
所
得
制
限
あ
り
）。

◇
対
象
者

①
母
子
家
庭
（
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
の
た
め
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
含
む
）

②
父
子
家
庭

③
両
親
が
い
な
い
子
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
な
ど

◇
助
成
内
容

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

通
院
の
場
合
は
、
１
回
５
３
０
円
×
４
回
に
、
入
院
の
場
合
は
１

日
１
、２
０
０
円
に
軽
減
さ
れ
ま
す
（
食
事
代
も
助
成
あ
り
）。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
み
な
さ
ん
へ
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新
た
な
住
宅
の
建
設

の
た
め
に
、
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け

た
借
入
金
の
利
子
相

当
額
に
対
す
る
補
助

既
存
住
宅
の
除
却
な

ど
に
対
す
る
補
助

区

分

３
１
０
万
円

（
土
地
の
購

入
を
含
む
場

合
は
４
０
６

万
円
）

78
万
円

補
助
限
度
額

④ ③ ② ①

31


30


29


8/28


期
日

与
板
体
育
館
第
２
会
議

室 栃
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

越
路
支
所

３
階
研
修
室

市
役
所
本
庁

３
階
中
会
議
室

会

場

り
）
＝
１
級
（
重
度
）
５
０
、７
５

０
円
、
２
級
（
中
度
）
３
３
、８
０

０
円

問
福
祉
相
談
課

39
・
２

２
１
８

●
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
が
併
用
し
て

い
る
場
合
や
、
同
じ
世
帯
内
で
２

人
以
上
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
場
合
、「
高
額
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
支
給
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８

●
新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合

職
員
募
集

職
種
・
募
集
人
数
＝
①
事
務
員
１

人
②
指
導
員
１
人

応
募
資
格
＝

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
者
（
見

込
み
含
む
）
②
昭
和
52
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
社
会
福
祉
主

事
資
格
任
用
ま
た
は
同
等
の
資
格

を
有
す
る
人
（
見
込
み
含
む
）

試
験
日
＝
１
次
…
10
月
15
日

、

２
次
…
11
月
下
旬

申
８
月
21
日


～
９
月
19
日

に
新
潟
県
中
越

福
祉
事
務
組
合
に
あ
る
申
込
書
に

記
入
し
、
〒
９
５
４
―
０
０
３
６

見
附
市
田
井
町
４
４
７
６
新
潟
県

中
越
福
祉
事
務
組
合

62
・
１
８

１
１
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

●
財
団
法
人
長
岡
市
企
業
公
社

臨
時
職
員
募
集

職
種
＝
施
設
管
理
員

職
務
内
容

＝
受
付
、
使
用
料
徴
収
事
務
、
施

設
の
維
持
管
理
な
ど

雇
用
期
間

＝
９
月
１
日
～
来
年
３
月

募
集

人
数
＝
７
人
程
度

勤
務
施
設
＝

市
営
駐
車
場
、
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
ほ

か

応
募
資
格
＝
昭
和
16
年
４
月

２
日
～
昭
和
63
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
普
通
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

賃
金
＝
日
額
６
、６
５
０

円
（
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
）

試
験
日
＝
８
月
18
日


選
考
方

法
＝
適
性
検
査
、
面
接

申
８
月

１
日

～
15
日

に
長
岡
市
企
業

公
社
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
ワ

ー
ク
プ
ラ
ザ
長
岡
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
、
本
人
が
長
岡
市
企
業

公
社
（
要
町
２
）
へ
持
参

問


長
岡
市
企
業
公
社

32
・
６
２
２

０●
環
境
ま
つ
り
リ
サ
イ
ク
ル
品
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
10
時
～

午
後
５
時
、
24
日

午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
た
だ
し
、
電
化
製
品

は
対
象
外
。
１
日
の
み
の
出
店
も

可
）

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
大
展

示
ホ
ー
ル

募
集
対
象
＝
市
内
に

在
住
の
人

区
画
＝
１
マ
ス
２
ｍ

×
３
ｍ
を
20
区
画
（
先
着
）

出

店
料
＝
無
料

申
８
月
７
日

～

25
日

に
環
境
施
設
課

24
・
２

８
３
８
、

24
・
６
５
５
３
へ
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公の施設の指定管理者を募集します
問行政管理課39・2208

指定管理者制度は、福祉施設や観光施設など、公の施設の管理運
営を民間事業者やＮＰＯ法人などに委ねる制度です。
市では、利用者に対するサービス向上と管理・運営の効率化を図

るため、今年４月から26施設で指定管理者制度を導入しています。

■平成19年４月からこの制度を導入する次の施設について、指定管
理者の募集を行います。詳しくは、募集要項をご覧ください（下表
の担当課の窓口に備えるとともに市のホームページに掲載します）。

◇受付期間＝８月１日～９月１日（郵送の場合は当日消印有効）
◇業務開始日＝平成19年４月１日

■９月１日から公の施設の管理運営を行う指定管理者が、次のとお
り決定しました。

施 設 名
指定期間
（予定）

担 当 課
（問い合わせ先）

長岡市悠久山野球場

５年

スポーツ振興課
32・6117、39・2257
Ｅメールsports＠city.nagaoka.lg.jp
※の５施設は一括で公募します。

長岡市営陸上競技場※

長岡市信濃川河川公園※

長岡市信濃川南部運動公園※

長岡市信濃川右岸運動公園※

長岡市スポーツ広場※

長岡市与板地域
勤労青少年ホーム

与板支所産業課
72・3100、72・3341
Ｅメールyit-sangyo＠city.nagaoka.lg.jp

施 設 名 指定管理者名

長岡市老人憩いの家夕映荘

（社福）長岡市社会福祉協議会長岡市山古志地域福祉センターなごみ苑

長岡市デイサービスセンターなごみ苑

長岡市地域包括支援センター
わしま・てらどまり （社福）長岡市三古老人福祉会

長岡市デイサービスセンターわしま

長岡市デイサービスセンターよいた （社福）長岡市社会福祉協議会

長岡市デイサ―ビスセンターおおの苑 （社福）刈谷田福祉会

長岡市道院自然ふれあいの森
ふるさと交流広場道院管理
運営組合

長岡市とちおふるさと交流広場

長岡市道の駅ルート２９０とちお

長岡市杜々の森名水公園 杜々の森名水公園管理運営組合

長岡市エコトピア寿

長岡市企業公社

長岡市サンライフ長岡

長岡市営表町駐車場

長岡市営大手口駐車場

長岡市営長岡駅大手口北自転車駐車場

長岡市営長岡駅東口自転車駐車場

長岡市営長岡駅東口地下自転車駐車場

長岡市新産体育館

長岡市営東山テニス場

長岡市営スキー場

長岡市東山ファミリーランド

長岡市厚生会館

長岡市八方台いこいの森

ニュータウン市民釣場

長岡市ニュータウンいこいの広場

長岡市乙吉運動広場



●
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
番
組
作

品
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

Ｔ
Ｖ
Ｍ
Ｌ
（
台
本
を
作
成
し
て

簡
単
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
会
話
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
フ
リ
ー
ソ

フ
ト
）
を
使
っ
て
新
し
い
長
岡
を

紹
介
す
る
番
組
作
品
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
作
品
は
、
10
月
28
日

・

29
日

に
地
域
情
報
化
関
連
イ
ベ

ン
ト
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
６
in
に
い
が
た
」
の
長

岡
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
市
民
セ
ン

タ
ー
で
公
開
し
ま
す
。

募
集
作
品
＝
Ｔ
Ｖ
Ｍ
Ｌ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ

で
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

（
３
分
以
内
）

メ
ー
ン
テ
ー
マ

＝
長
岡
の
紹
介

サ
ブ
テ
ー
マ
＝

自
由

部
門
と
表
彰
＝
小
学
生
の

部
、
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

ご
と
に
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

３
点
（
賞
品
あ
り
）

申
９
月
11

日

ま
で
に
、
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来

フ
ェ
ス
タ
長
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.e-

n
etcity.jp

/

ict

の
応
募
フ

ォ
ー
ム
で

（
フ
リ
ー
ソ

フ
ト
の
入
手

方
法
も
紹

介
）。

問
情
報
政
策

課

39
・
２

２
０
５
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平
成
18
年
度
の「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」と「
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業
」が
決
定
し
ま
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ

ィ

事

業

町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
環
境
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
分
野
で
自
主
的

に
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

与

板

栃

尾

寺

泊

和

島

小

国

山
古
志

三

島

越

路

中
之
島

長

岡

地
域

「
お
め
さ
ん
元
気
ら
か
ね
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

栃
尾
の
祭
り
活
性
化
事
業

大
河
津
・
山
ノ
脇
地
区

花
い
っ
ぱ
い
作
戦

竹
灯
籠

と
う
ろ
う

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ナ
イ
ト
＆

夕
涼
み
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

武
石
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
と

景
観
整
備
事
業

甦
よ
み
が
え

れ
！
山
古
志
の
空

大
人
の
学
校
…
個
性
あ
る
地
域
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
…
事
業

「
川
と
遊
ぼ
う
！
」
子
供
と
大
人
、

お
年
寄
り
で
川
を
キ
レ
イ
に
し
よ

う 長
岡
市
中
興
野
地
区
三
世
代
交
流

事
業

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

が
お
か
食
の
祭

新
産
場
所

事

業

名

芸
能
鑑
賞
や
心
身
の
健
康
管
理
法

の
指
導
会
を
通
じ
、
高
齢
者
と
住

民
の
交
流
を
深
め
る

祭
り
灯
籠

と
う
ろ
う

製
作
な
ど
に
よ
る
地
域

の
ま
つ
り
活
性
化
支
援
お
よ
び
先

進
地
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
研
修

ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
な
ど
に
花
を
植

え
、
地
域
の
愛
着
心
を
深
め
る

約
千
本
の
竹
灯
籠

と
う
ろ
う

の
設
置
と
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
、
里
山
の
良
さ

を
発
信
す
る

遊
休
農
地
に
菖
蒲
な
ど
を
植
栽
し

た
り
散
歩
道
を
整
備
し
た
り
し
、

憩
い
の
場
を
創
出
す
る

奉
納
大
久
保
神
楽
舞
、
復
興
を
テ

ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演

や
写
真
展
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

市
政
出
前
講
座
を
活
用
し
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
勉
強
会
の
実

施 河
川
に
関
す
る
勉
強
会
、
河
川
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
、
川
で
遊
べ
る
環
境

づ
く
り

環
境
美
化
活
動
や
農
業
体
験
な
ど

を
通
し
て
三
世
代
の
交
流
を
図
る

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
対
決
や

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
長

岡
の「
食
」と「
職
」を
情
報
発
信

内

容

ふ
る
さ
と
創
生

基

金

事

業

合
併
特
例
債
を
財
源
に
設
置
し
た
長
岡
市
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
の
運
用
益
で
、
地
域
振
興
や
新

市
の
一
体
感
醸
成
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

与

板

栃

尾

寺

泊

和

島

小

国

山
古
志

三

島

越

路

中
之
島

長

岡

地
域

・
与
板
地
域
伝
統
文
化
保
存
事

業
・
中
川
清
兵
衛
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス

タ
拡
充
事
業

栃
尾
の
魅
惑
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト み
ん
な
集
ま
れ
！
て
ら
ど
ま
り

渚
ウ
ェ
ー
ブ

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
信
事
業

・
お
ぐ
に
地
域
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
助
成
事
業

・
高
齢
者
介
護
予
防
対
策
事
業

・
長
岡
市
お
ぐ
に
森
林
公
園

林
間
再
生
計
画
作
成
事
業

伝
統
芸
能
保
存
事
業

・
み
し
ま
民
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
み
し
ま

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・「
越
路
地
域
ホ
タ
ル
の
里
」
ホ

タ
ル
生
息
地
の
修
復
事
業

・「
ホ
タ
ル
の
里
」
内
外
交
流
事

業
・
れ
ん
こ
ん
収
穫
体
験
ツ
ア
ー

・
大
凧
合
戦
観
戦
拡
大
事
業

・
こ
ど
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

・
市
制
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

・
長
岡
ま
つ
り
事
業

・
市
制
一
〇
〇
周
年
記
念

歩
行
者
天
国
イ
ベ
ン
ト

事

業

名

・
伝
統
文
化
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録
・
保

存
・
子
ど
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀

作
品
の
提
供
、
中
川
清
兵
衛
特
設

展
示
な
ど

・「
雁
木

が
ん

ぎ

あ
い
ぼ
」
活
動
支
援

・
情
報
発
信
・
誘
客
活
動

・
周
辺
地
域
と
の
連
携

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
海
岸
清
掃
を

実
施
。
同
日
開
催
の
観
光
ま
つ
り
へ

の
参
加

地
区
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
看
板
の
作
製

・
設
置

・
空
き
地
な
ど
を
利
用
し
た
花
壇
作

り
・
介
護
予
防
の
周
知
、
体
操
・
運
動

の
定
着
化
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

・
林
間
再
生
や
緑
の
森
づ
く
り
の
推

進
伝
統
芸
能
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録
・
保
存

・「
中
屋
庄
兵
衛
物
語
」
の
紙
芝
居
化

と
劇
団
の
育
成

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
と
踊
り
の
制
作
お

よ
び
発
表
の
場
の
創
設

・
ホ
タ
ル
の
生
息
地
修
復
お
よ
び
環

境
保
全
活
動

・
ホ
タ
ル
の
音
楽
会
、
絵
画
展
、
写

真
展
、
地
域
サ
ミ
ッ
ト

・
大
口
れ
ん
こ
ん
の
収
穫
体
験

・
市
民
観
覧
席
の
設
置

・
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
コ
ン

テ
ス
ト

新
市
の
一
体
感
醸
成
を
図
る
た
め
の

事
業

内

容

▲ＴＶＭＬｍｉｎｉの画面。
右画面にせりふを入力すると
キャラクターがその言葉を話
します。

●
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

未
使
用
の
不
用
贈
答
品
・
日
用

品
（
タ
オ
ル
、
食
器
、
電
化
製
品

な
ど
）
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
＝
社
会
福
祉
協
議
会
各

支
所
お
よ
び
各
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

受
付
期
間
＝
８
月
21
日


～
10
月
５
日


問
長
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会

32
・
１
４
４
２

●
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

２
０
０
６
参
加
団
体
募
集

期
日
＝
10
月
７
日

・
８
日


会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
、
千
秋
が
原

ふ
る
さ
と
の
森

内
容
＝
作
品
・

活
動
紹
介
・
福
祉
機
器
な
ど
の
展

示
、
作
品
の
即
売
、
催
し
物
な
ど

対
象
＝
原
則
と
し
て
市
内
で
福
祉

や
健
康
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い

る
団
体

申
８
月
11
日

ま
で
に

福
祉
総
務
課

39
・
２
２
１
７
へ

（
多
数
の
場
合
は
実
行
委
員
会
で

選
定
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

い
ず
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、


日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

公
認
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
取
得
の

た
め
の
単
位
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
「
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
の
間
で
希
望
す
る

時
間

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
４

階
ち
び
っ
こ
広
場
ほ
か

内
容
＝

参
加
者
（
子
ど
も
）
の
補
助
、
場

内
の
誘
導
・
監
視
な
ど

募
集
人

数
＝
20
人
程
度

対
象
＝
高
校
生

以
上

申
９
月
１
日

ま
で
に
ち

び
っ
こ
広
場

39
・
２
７
７
５
、


39
・
２
８
６
１
へ

②
「
な
が
お
か
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
８
時
～

午
後
４
時
30
分

会
場
＝
東
山
ふ

れ
あ
い
農
業
公
園
周
辺

内
容
＝

乗
馬
時
の
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
（
乗

馬
し
て
い
る
人
を
左
右
か
ら
介
助
）、

車
い
す
使
用
者
や
歩
行
困
難
者
な

ど
の
移
動
介
助
、
受
付
・
案
内
・

場
内
誘
導
用
務
な
ど

募
集
人
数

＝
50
人
（
高
校
生
以
上
・
経
験
不

問
）

申
８
月
31
日

ま
で
に
福

祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８
へ

③
「
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ

り
２
０
０
６
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
＝
10
月
７
日

・
８
日

い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
、
千
秋

が
原
ふ
る
さ
と
の
森

内
容
＝
会

場
案
内
、
来
場
者
の
介
助
、
ス
テ

ー
ジ
補
助
な
ど

対
象
＝
中
学
生

以
上

申
９
月
15
日

ま
で
に
福

祉
総
務
課

39
・
２
２
１
７
、

39

・
２
２
７
５
、
Ｅ
メ
ー
ルfu

k
u
s

h
i@

city.n
ag

aok
a.lg

.jp

へ

④
「
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
in
な
が

お
か
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

会
場
＝
ハ

イ
ブ
長
岡

内
容
＝
来
場
者
の
誘

導
や
器
材
の
搬
入
な
ど

対
象
＝

高
校
生
以
上

申
９
月
13
日

ま

で
に
福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１

８
、

32
・
０
１
６
０
へ

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療
所へ

中越こども急患センター
（西千手２の５の１
健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

８月６日・27日 立 川 綜 合 病 院33・3111

８月13日・９月３日 長岡赤十字病院28・3600

８月20日・９月10日 長岡中央綜合病院35・3700

期 日 内 科 外 科

８

月

６日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

13日 林俊壱クリニック66・3000 星整形外科医院66・8808

20日 村 上 医 院63・4600 寺 師 医 院62・0137

27日 内 島 医 院66・2446 わたなべ皮フ科62・7750

９
月

３日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

10日 田 崎 医 院62・1122 石 澤 医 院62・2500
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月曜日・木曜日 長岡赤十字病院28・3600

火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院35・3700

水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午前９時30分から（再放送：月曜日①午後
４時30分②午後７時③午後11時④深夜０時、翌週日曜日⑤正
午⑥午後７時）※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組



催

し

■
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

夏
祭
り

日
時
＝
８
月
５
日

午
後
２
時
～
５

時

会
場
＝
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
（
寺

泊
金
山
）
前
駐
車
場

内
容
＝
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
露
店
、
軽
食
バ
ザ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問
同
ホ

ー
ム

75
・
２
０
３
８

■
斑ふ

入
り
山
野
草
展
＆
骨
髄
バ
ン
ク

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
国
ア
サ
ガ
オ
市

日
時
＝
８
月
６
日

ま
で
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
休
園
）

会
場
＝
お
ぐ
に
森
林
公
園
内
山
野
草

園

入
場
料
＝
無
料

問
小
国
町
森

林
組
合

95
・
４
１
４
７

■
長
岡
造
形
大
学
の
催
し

①
夏
期
デ
ッ
サ
ン
教
室

日
時
＝
８
月
７
日

～
11
日

午
前

10
時
～
午
後
５
時

対
象
＝
高
校
生

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

５
、０
０
０
円

②
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

日
時
＝
８
月
26
日

・
27
日

午
前

10
時
30
分
か
ら

内
容
＝
デ
ザ
イ
ン

体
験
授
業
、
入
試
対
策
講
座
、
作
品

展
示
、
入
試
相
談
な
ど

申
①
②
と
も
同
大
学
入
試
広
報
課


21
・
３
３
３
１

■
庵あ

ん

地ち

焼や
き

旗は
た

野の

窯が
ま

蹴け

り
ろ
く
ろ
の
実

演
と
体
験

日
時
＝
８
月
６
日

・
20
日

、
９

月
３
日

の
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

参
加
料
＝

無
料
（
要
入
館
料
）

会
場
・
問
県

立
歴
史
博
物
館

47
・
６
１
３
５

※
９
月
10
日

ま
で
企
画
展
「
発
掘

が
語
る
新
潟
の
歴
史
２
０
０
６

新

潟
の
産
業
い
ま
☆
む
か
し
」
開
催
中
。

■
講
演
「
イ
ン
ド
の
女
神
に
愛
さ
れ

た
天
才
数
学
者
ラ
マ
ヌ
ジ
ャ
ン
」

日
時
＝
８
月
８
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

講
師

＝
河
合
塾
講
師
・
桜
井
進
さ
ん

入

場
料
＝
無
料

問
栃
尾
高
校
・
浅
野

さ
ん

52
・
４
１
５
５

■
わ
た
し
の
主
張
地
区
大
会（
無
料
）

長
岡
市
・
出
雲
崎
町
の
中
学
生
16

人
が
意
見
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
８
日

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー

問
県
長
岡
地
域
振
興
局

地
域
福
祉
課

33
・
４
９
３
７

■
新
潟
県
写
真
家
協
会
展
（
無
料
）

県
内
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
全
国

の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の
作
品

約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
11
日

～
18
日

午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
18
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

会
場
＝
県
立
近
代
美
術

館
２
階
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
同
事

務
局

０
２
５
７
・
５
２
・
６
９
２
０

■
弥
彦
山
生
物
写
真
展
（
無
料
）

ち
ば
し
げ
お
さ
ん
撮
影
の
弥
彦
山

周
辺
の
植
物
や
チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
な

ど
の
写
真
を
１
０
０
点
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
15
日

～
20
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
15
日
は
正

午
か
ら
、
20
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
美
術
セ
ン

タ
ー

問
千
葉
さ
ん

24
・
３
８
０

７■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
新
潟
中

央
高
校
ダ
ン
ス
部
公
演

日
時
＝
８
月
18
日

午
後
６
時
30
分

か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
前
売
り
１
、０
０
０
円
（
全

席
自
由
、当
日
５
０
０
円
増
）

チ
ケ

ッ
ト
販
売
＝
大
和
長
岡
店

問
北
越

銀
行
総
務
部
広
報
文
化
室
内
「
新
潟

い
の
ち
の
電
話
」
後
援
会
長
岡
支
部

事
務
局
・
田
中
さ
ん

39
・
７
３
０
５

■
長
岡
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
＝
８
月
19
日

・
27
日

午
前

11
時
～
午
後
３
時
30
分

内
容
＝
新

学
部
紹
介
、
模
擬
授
業
体
験
、
保
護

者
向
け
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
同

大
学
入
学
室

39
・
１
６
０
０

■
夏
祭
り
「
太
陽
の
広
場
」

日
時
＝
８
月
20
日

午
前
９
時
～
午

後
３
時

内
容
＝
近
隣
保
育
園
や
小

学
校
の
出
し
物
、
新
長
岡
市
各
地
域

の
伝
統
・
郷
土
芸
能
披
露
、
模
擬
店
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ
ン
ワ
ン
広

場
、
芸
能
人
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど

会

場
＝
長
岡
療
育
園（
深
沢
町
）駐
車
場

問
同
園
・
稲
場
さ
ん

46
・
６
６
１
１

■
土
木
学
会
施
設
・
工
事
見
学
会

「
長
岡
班
」（
無
料
）

日
時
＝
８
月
24
日

午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
集
合
・
解
散
は
Ｊ
Ｒ
長
岡

駅
）

見
学
地
＝
大
河
津
分
水
、
後

谷
ダ
ム

対
象
＝
小
学
４
～
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
40
人

（
抽
選
。
保
護
者
１
人
に
つ
き
児
童

３
人
ま
で
）

申
８
月
８
日

ま
で

に
は
が
き
で
「
長
岡
班
」、
保
護
者
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

児
童
全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
〒
９
５

０
―
０
９
６
５
新
潟
市
新
光
町
６
の

１
興
和
ビ
ル
７
階
土
木
学
会
新
潟
会


０
２
５
・
２
８
５
・
８
８
８
６
へ

■
環
境
教
育
指
導
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

水
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
自

然
体
験
活
動
指
導
者
の
２
つ
の
資
格

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
８
月
25
日

～
27
日

の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
＝
長
岡

大
学

対
象
＝
18
歳
以
上

定
員
＝

20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
０
、０

０
０
円

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
の
里
山

倶
楽
部
・
西
山
さ
ん

・

47
・
８

０
５
０
、
Ｅ
メ
ー
ルsatoyam

aclu
b
@
rh

yth
m
.ocn

.n
e.jp

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
と
踊
り
の
祭
典

「
宴

う
た
げ

」（
無
料
）

当
日
会
場
で
募
金
を
受
け
付
け
ま

す
。

日
時
＝
８
月
27
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時

会
場
＝
中
之
島
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
＝
雪

乃
小
路
、
岡
崎
綾
乃
ほ
か

問
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委

員
会
事
務
局

34
・
４
２
２
５

■
映
画
「
二
人
日
和
」
上
映
会

日
時
＝
９
月
２
日

の
午
前
10
時
か

ら
、
午
後
１
時
か
ら
、
３
時
30
分
か

ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

参

加
料
＝
一
般
１
、２
０
０
円
、
障
害
者

・
60
歳
以
上
１
、０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円

申
新
日
本
婦
人
の

会
・
田
口
さ
ん

34
・
７
６
３
５

■
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ス
イ
ミ
ン
グ

「
水
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

参
加
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

日
時
＝
９
月
２
日

午
前
９
時
30
分

～
正
午

会
場
＝
悠
久
山
屋
内
プ
ー

ル

対
象
＝
13
歳
以
上
で
障
害
者
・

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人

参
加
料

＝
５
０
０
円（
保
険
料
）

申
８
月
13

日

ま
で
に
実
行
委
員
会
事
務
局
・

千
原
さ
ん

・

35
・
８
０
９
６
へ

■
若
者
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
＝
９
月
３
日

午
後
１
時
～
４

時
30
分

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
１

階
地
球
広
場

講
師
＝
フ
ラ
ン
ス
青

年
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

副
部
長
・
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ル
タ
ー
さ

ん

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

申
う

ち
ら
の
ス
ペ
ー
ス
・
に
い
が
た
・
斉

藤
さ
ん

０
８
０
・
３
１
９
１
・
１

３
３
３
、
Ｅ
メ
ー
ルlovely-rem

i@
h
.

vod
afon

e.n
e.jp

■
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
in
長
岡

２
０
０
６

フ
ル
ー
ト
や
ギ
タ
ー
な
ど
、
15
組

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

日
時
＝
９
月
３
日

午
後
１
時
～
４

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、10月号は９月１日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問い合わせ＝広報課39・2202
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問＝問い合わせ 申＝申し込み

申の記載のないものは、直接会場へどうぞ

時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー

入
場
料
＝
５
０
０
円

問

同
事
務
局
・
土
田
さ
ん

０
９
０
・

７
０
０
３
・
６
６
４
５

■
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会
（
無
料
）

「
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
は
…
」

～
夜
回
り
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
～

日
時
＝
10
月
１
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
阪
之
上
小
学

校
体
育
館
（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

講
師
＝
水
谷
修
さ
ん

定
員
＝
１
、２

０
０
人
（
抽
選
）

申
８
月
31
日


ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
参
加
希
望
者
全
員
（
２
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
返
信
先
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―
１
１
５
１
三
和
３
の
８

長
岡
蒼
柴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
水
谷

修
講
演
会
係
へ

問
同
ク
ラ
ブ
・
杉

本
さ
ん

33
・
５
２
０
０

■
ラ
・
ク
ァ
ル
テ
ィ
ー
ナ

～
心
の
復
興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
チ
ェ
リ
ス
ト
４

人
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。
心
に
響

く
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
10
日

午
後
３
時
か
ら

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長

岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
前
売
り

…
自
由
席
２
、５
０
０
円
、
指
定
席
３
、

５
０
０
円
、
当
日
…
自
由
席
の
み
３
、

０
０
０
円

問
同
実
行
委
員
会
・
小

林
さ
ん

・

27
・
５
６
１
７

■
朗
読
セ
ミ
ナ
ー

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲

を
持
つ
人
を
対
象
に
、
基
本
か
ら
技

術
的
な
表
現
方
法
ま
で
を
プ
ロ
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
教
え
ま
す
。

日
時
＝
９
月
22
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

会
場
＝
阪
之
上

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
今
朝
白

１
）

定
員
＝
21
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
７
、０
０
０
円

申
長
岡
音
声

訳
の
会
・
横
田
さ
ん

・

33
・
１

９
９
０

ス
ポ
ー
ツ

■
３
Ｂ
（
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
ダ

ー
）
体
操
無
料
体
験
講
習
会

日
時
＝
８
月
11
日

午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
市
民
体
育
館
第
２
武
道

場

対
象
＝
成
人
女
性

定
員
＝
50

人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
内
履
き

申

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
新
潟
県
支
部
・

田
辺
さ
ん

０
２
５
・
２
６
６
・
９

９
０
７

健

康

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

日
時
＝
８
月
18
日

、
９
月
15
日


10
時
～
正
午

会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

問
福
祉
相

談
課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局


39
・
２
２
１
８

く
ら
し

■
行
方
不
明
者
を
探
す
無
料
相
談
所

日
時
＝
８
月
９
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時

会
場
・
問
＝
長
岡
警

察
署

38
・
０
１
１
０

■
母
親
心
理
学
訓
練
講
座

子
ど
も
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る

子
育
て
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
27
日

、
９
月
24
日

、

10
月
22
日

、
11
月
19
日

の
各
午

前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
市
民

セ
ン
タ
ー
３
０
２
会
議
室

講
師
＝

新
家
庭
教
育
協
会
理
事
・
高
柳
静
江

さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受

講
料
＝
１
０
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
２
、０
０
０
円
）

申
や
さ
し
い

目
の
会
・
早
川
さ
ん

・

27
・
１

４
３
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）

■
新
潟
県
建
設
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

建
設
業
者
の
経
営
改
善
や
新
分
野

進
出
、
企
業
連
携
・
合
併
、
事
業
縮

小
・
撤
退
な
ど
の
相
談
窓
口
で
す
。

設
置
場
所
＝
新
潟
・
長
岡
・
上
越
・

佐
渡
の
各
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

内

対
象
＝
県
内
に
主
た
る
営
業
所

を
有
す
る
中
小
建
設
業
者

問
県
監

理
課
建
設
業
室

０
２
５
・
２
８
０

・
５
３
８
６

■
交
通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
参
加
者
募
集

65
歳
以
上
の
人
が
５
人
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
１
０
０
日
間
無
事
故
・
無

違
反
を
目
指
し
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム

に
は
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
、
参
加
者

全
員
に
反
射
材
を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
間
＝
９
月
23
日

～
12
月
31
日


参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申

８
月
31
日

ま
で
に
地
区
交
通
安
全

協
会
（
各
警
察
署
内
）、
市
役
所
ま
た

は
各
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
参
加
料

を
添
え
て
地
区
交
通
安
全
協
会
へ
持

参

問
実
行
委
員
会

０
２
５
・
２

８
５
・
３
７
５
５

■
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
７
日

・
８
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

会
場
＝
市

民
セ
ン
タ
ー
３
０
３
会
議
室

内
容

＝
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
公
共

職
業
訓
練
紹
介
、
適
性
診
断
、
履
歴

書
・
経
歴
書
の
書
き
方
な
ど

定
員

＝
15
人（
先
着
）

申
若
者
し
ご
と
館

長
岡
サ
テ
ラ
イ
ト

39
・
３
２
７
１

■
子
ど
も
の
人
権
相
談
（
無
料
）

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
（
秘
密
厳
守
）。

◇
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番


０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
０

日
時
＝
８
月
28
日

～
９
月
１
日


午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
、

９
月
２
日

・
３
日

午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
不

可
）

問
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支

局

33
・
６
９
０
１

◇
子
ど
も
の
人
権
相
談

日
時
＝
９
月
10
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
２
会
議
室

問
長
岡
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
事
務
局

33
・
６
９
０
１

手
続
き
・
制
度

■
保
育
士
登
録
は
お
済
み
で
す
か

11
月
29
日
か
ら
、
保
育
士
と
し
て

働
く
場
合
に
は
保
育
士
登
録
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
保
育
士
と
し
て
働
い

て
い
る
人
や
、
今
後
、
働
こ
う
と
考

え
て
い
る
人
は
忘
れ
ず
に
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
（
登
録
手
続
き
に
は
３

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
登
録
手
数

料
４
、２
０
０
円
が
必
要
で
す
）。

問
登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

03
・

５
４
８
５
・
３
１
５
０
（
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

■
ス
マ
イ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
制
度

登
録
事
業
者
募
集

県
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

と
安
定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
を
多

く
雇
用
す
る
企
業
か
ら
物
品
な
ど
の

調
達
を
積
極
的
に
行
う
制
度
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
登
録
を
希
望
す
る

事
業
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
労
政
雇
用
課

０
２
５
・
２
８

０
・
５
２
７
０

募

集

■
伝
統
文
化
こ
ど
も
お
こ
と
教
室

参
加
者
募
集
（
無
料
）

期
日
＝
８
月
５
日

～
来
年
３
月
10

日

の
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
計
19
回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
第
10
ス
タ
ジ
オ

対
象
＝
小

・
中
学
生

申
箏
同
好
会
・
今
井
さ

ん

32
・
８
３
５
７

■
放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

出
願
受
付
期
間
＝
８
月
15
日

ま
で

募
集
学
生
＝
教
養
学
部
、
大
学
院

問

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

０

２
５
・
２
２
８
・
２
６
５
１

■
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集

８
月
22
日

・
29
日

は
無
料
体

験
で
き
ま
す
。

練
習
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

か
ら
（
初
心
者
）、
午
後
８
時
か
ら

（
少
し
踊
れ
る
人
）

会
場
＝
新
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
＝

月
２
、０
０
０
円

持
ち
物
＝
内
履
き

ま
た
は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

申
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
ス
ィ
ー
ト
・
川
崎
さ
ん


32
・
８
４
８
０
、

32
・
８
４
８
９

■
技
大
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

者
募
集
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
30
日

、
10
月
１
日


午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場
＝
長

岡
技
術
科
学
大
学

定
員
＝
20
人

（
先
着
）

申
９
月
15
日

ま
で
に

連
絡
先
を
記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９
４
０
―
２
１
８
８

上
富
岡
町
１
６
０
３
の
１
技
大
祭
実

行
委
員
会
、
Ｅ
メ
ー
ルcocoa20030

511@
h
otm

ail.com

へ

問
同
実
行

委
員
会
・
東
山
さ
ん
０
９
０
・
１
８

４
９
・
１
９
６
９
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古代インカ帝国で「太陽の花」とし

て尊ばれたというひまわり。空に向か

って大きな花を咲かせる元気な姿は、

ヨーロッパや中国をはじめ、世界中の

人から愛されています。

阪神大震災の被災地で復興のシンボ

ルとして咲いたひまわりの種が、昨年、

神戸市のボランティア団体から長岡市

に贈られ、千歳にある仮設住宅周辺で

たくさんの花を咲かせました。

このひまわりから取れた種は、５月

に開催された「全日本花いっぱい長岡

大会」で参加者にプレゼントされまし

た。感謝の種はこの夏、各地で元気な

花を咲かせ、子どもたちが書いた震災

の復興支援に対する感謝のメッセージ

とともに、長岡からのありがとうの気

持ちを全国のみなさんに伝えているこ

とと思います。

1616

ひまわり

井
上
円
了
は
安
政
五
年
（
一
八

五
八
）、
越
路
地
域
の
浦
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
新
潟
学
校
第
一
分
校
（
現

在
の
長
岡
高
校
）
を
経
て
、
東
京

大
学
を
卒
業
し
た
後
、
明
治
二
〇

年
（
一
八
八
七
）
に
、
日
本
初
の

哲
学
専
修
の
私
立
学
校
「
哲
学
館
」

（
現
在
の
東
洋
大
学
）
を
創
立
。

「
西
洋
の
模
倣
だ
け
で
な
く
真
の

近
代
化
を
推
進
す
る
に
は
、
も
の

の
見
方
や
考
え
方
を
根
本
か
ら
つ

く
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
、
哲

学
の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

円
了
は
、
長
岡
高
校
の
生
徒
会

「
和
同
会
」
の
創
設

者
と
し
て
、
ま
た
、

全
国
の
妖
怪
話
を
収

集
し
、
医
学
や
心
理

学
な
ど
で
解
き
明
か

し
た
「
妖
怪
博
士
」

と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

頌
徳
碑
は
、
昭
和

三
十
二
年
九
月
、
井
上
円
了
の
遺

徳
を
し
の
ん
で
創
立
七
十
周
年
を

迎
え
た
東
洋
大
学
が
旧
越
路
橋
の

た
も
と
に
建
立
し
た
も
の
で
す
（
昭

和
六
十
二
年
に
は
越
路
河
川
公
園

に
移
設
）。

現
在
、
長
岡
高
校
内
の
記
念
資

料
館
で
は
「
井
上
円
了
展
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
（
九
月
二
十
四

日

ま
で
）。
井
上
円
了
の
業
績
を
、

遺
墨
や
パ
ネ
ル
、
著
書
な
ど
豊
富

な
資
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
入

館
料
は
一
般
四
百
円
、
高
校
生
百

円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
（
土
・

日
・
祝
日
は
要
予
約
）。
お
問
い
合

わ
せ
は
長
岡
高
校
同
窓
会
事
務
局


33
・
５
１
１
４
へ
ど
う
ぞ
。

「よーよー、いーのよー、いーがさ」の掛

け声とともに笛や太鼓に合わせて、子どもた

ちが勇ましく、また、優雅に舞い踊る「弓踊

り」。毎年８月16日の夜、和島地域の島崎にあ

る宇奈具志
う な ぐ し

神社の秋季祭礼「六夜祭」の神輿
みこし

行列で披露されます。

地元の小・中学生の男子が烏帽子
え ぼ し

にどんす

の前垂れ姿で横に並び、体を反らせて弓を射

るように踊るこの踊り。江戸時代後期、軍神
いくさがみ

を祭った諏訪神社（明治時代に宇奈具志神社

に合祀されました）の祭りで青年たちが披露

したのが始まりと伝えられ、子どもたちがこ

の行列に参加すると無病息災で育つとされて

います。

現在は、市の無形文化財に指定され、地元

の六夜祭弓踊保存振興会が、踊りの保存と次

の世代への伝承活動を担っています。

1616

1616

▲小・中学生たちが舞い踊る弓踊り
（神輿

みこし

行列の会場や問い合わせは、10ページをご覧くだ
さい）
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